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troy-technical.jp

今週のキーワード

量子・水処理
ナノ材料が医療・環境・ITを革新

33
件

記事総数

14
カ国

対象国数

14.57
%

水ろ過CAGR

3
倍

QLED寿命

今週の全33記事 ― 5軸評価で読むべき記事を選ぶ
各列の見方 ― 技術新規性：ブレークスルー度合い 実用化距離：製品として使える近さ 市場インパクト：業界全体への影響規模
データ信頼性：定量データ・査読の有無 日本関連度：日本の企業・サプライチェーンとの直接的関連性

# 記事タイトル 種別 技術
新規性

実用化
距離

市場
インパクト

データ
信頼性

日本
関連度 一行サマリ

#01
組織再生ナノファイバ
ー

学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○
エレクトロスピニングナノファイバー足場が骨組織再
生で自家移植の限界克服へ。

#02 hBN LED冷却システム 製品紹介
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
ReinsteがhBNでLED熱管理を革新、効率と信頼性を
向上。

#03 MWCNT電池導電助剤 製品紹介
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○
MWCNT導電助剤がLFP/NMC電池正極でエネルギー密
度1-4%向上。

#04
Samsung
QD-OLED投資

企業戦略
●●●○

○
●●●●

●
●●●●

●
●●○○

○
●●●○

○
SamsungがQD-OLED生産へ108億ドル投資、QNED
開発でQDディスプレイをリード。

#05 BNNTポリマー熱伝導 学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○
Lehigh大学がBNNT機能化でポリマーナノコンポジッ
ト熱伝導率を最大250%向上。

#06 ナノテク主要トレンド トレンド
概観

●○○○
○

●○○○
○

●○○○
○

●●○○
○

●●○○
○

2026年のナノテクノロジー主要トレンドは医療、水
浄化、エレクトロニクス。

#07
IBM/理研
量子スパコン

プレスリ
リース

●●●●
○

●○○○
○

●●●○
○

●●●○
○

●●●●
●

IBMと理研が量子中心スパコンで鉄硫黄分子シミュレ
ーション記録を樹立。

#08
量子ドット超格子MOC
VD

学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○
量子ドット超格子が次世代技術基盤を確立、MOCVD
による工業生産の可能性も。

#09 グリーン合成ナノ医療 学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○
生物由来ナノ材料のグリーン合成が薬物送達・癌治療
・バイオセンシングを革新。

#10 EFSA NAMs導入 公的機関
発表

●●●○
○

●●●●
○

●●●○
○

●●●●
○

●●○○
○

EFSAが食品・飼料中のナノ材料安全性評価に「新ア
プローチ手法（NAMs）」導入。

#11 連続フローナノ触媒 学術論文
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●●

○
連続フロー合成がナノ触媒製造を革新、反応工学と設
計融合で量産化へ。

#12 BOE QLED寿命延長 企業技術
報告

●●●●
○

●●●○
○

●●●●
○

●●●●
○

●●●○
○

BOEがZnMgO熱工学でQLEDデバイス寿命を3倍の20,
000時間へ延長。

#13 J&K; QD試薬提供 製品紹介
●●○○

○
●●●●

●
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
J&K; Scientificが高純度カドミウムフリーInPおよび
ペロブスカイトQD試薬を提供。

#14
ペロブスカイトQDメ
ンリス

大学研究
発表

●●●●
○

●●○○
○

●●●○
○

●●●○
○

●●●○
○

薄暗い場所でも柔軟に視覚を認識するペロブスカイト
QDメンリスを開発、認識精度10%向上。

#15 磁性ナノ吸着水処理 大学研究
発表

●●●●
○

●●○○
○

●●●●
○

●●●●
○

●●●●
○

RMIT大学が磁性ナノ吸着材料を開発、マイクロプラ
スチックとPFASの95%以上を除去。

#16 宇宙・AI・量子・ナノ トレンド
概観

●○○○
○

●○○○
○

●○○○
○

●●○○
○

●●○○
○

Forbesが宇宙技術とAI・量子・ナノテクノロジーの融
合を強調、微小重力研究が新薬加速。

#17 EFSA NAMs統合 公的機関
発表

●●●○
○

●●●●
○

●●●○
○

●●●●
○

●●○○
○

EFSAがリスク評価に「新アプローチ手法（NAMs）」
を統合、動物実験代替へ移行加速。
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# 記事タイトル 種別 技術
新規性

実用化
距離

市場
インパクト

データ
信頼性

日本
関連度 一行サマリ

#18 nano tech 2026開催 イベント
告知

●○○○
○

●●●●
●

●●○○
○

●●●○
○

●●●●
●

nano tech 2026が東京で開催、ナノテクノロジーの
社会実装と未来技術イノベーションを推進。

#19 Exosens QD買収 企業戦略
●●●○

○
●●●●

●
●●●●

○
●●●●

○
●●●○

○
ExosensがEmberion買収で売上15.3%増、量子ドッ
トイメージング技術を獲得。

#20
TiO2ナノワイヤー水処
理

学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●●

○
TiO2ナノワイヤーで湖水および大腸菌の99.9%除去
を達成、持続可能な水処理に貢献。

#21 ナノテク職場安全 業界レポ
ート

●○○○
○

●●●●
○

●●○○
○

●●●○
○

●●○○
○

カナダOHS専門家向けにバイオ・ナノテクノロジーの
危険性を「システム的な懸念」として対処すべきと助
言。

#22 ナノファイバー水処理 大学研究
発表

●●●●
○

●●●○
○

●●●●
○

●●●●
○

●●●●
○

チェコCXI TULがMBR/MBBRにナノファイバーコア
ビーズを統合しアンモニア態窒素除去を強化。

#23
IBM/Qedma
量子優位性

プレスリ
リース

●●●●
●

●●○○
○

●●●●
○

●●●○
○

●●●○
○

IBMとQedmaが量子エラー低減ソフトウェアで74量
子ビットシステムでの物理モデリングの「量子アドバ
ンテージ」を実証。

#24 VIVOLTA エレクトロ 製品紹介
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
VIVOLTAがEC-CLIエレクトロスピニングマシンでナ
ノファイバー生産を革新、多分野へ応用。

#25
ハイドロゲルバイオセ
ンサー

大学研究
発表

●●●●
○

●●○○
○

●●●○
○

●●●○
○

●●●○
○

ドレクセル大学が柔らかく粘着性のある伸縮自在なハ
イドロゲルバイオセンサーを開発。

#26 ツイストロニクス受賞 受賞発表
●●●●

●
●○○○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●○○

○
2026年カブリ・ナノサイエンス賞、グラフェン層の
「ツイストロニクス」先駆者3氏に授与。

#27 FAPbBr3スピンLED 学術論文
●●●●

●
●○○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○
FAPbBr3量子ドットの構造的非対称性を操作し、高性
能純緑色スピン偏極LEDが室温で実現。

#28 水ろ過市場予測 市場概観
●○○○

○
●●●●

●
●●●●

●
●●●○

○
●●●●

○
ナノベース水ろ過市場、2035年までに9,104億ドルに
達する見込み、年間成長率14.57%で拡大。

#29 中国ナノチタニア市場 市場概観
●○○○

○
●●●●

●
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
中国のナノメートルチタニア市場、2034年までに9億
3,900万ドルへ成長予測。

#30
PLAナノファイバー医
療

学術論文
●●●○

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○
エレクトロスピニングされたバイオベースPLAナノフ
ァイバーコーティングが生体医療用途に有用。

#31 Cal Nano SMR拡大 企業戦略
●●○○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○
●●○○

○
California NanotechnologiesがSMR原子力エネルギ
ー分野へ事業拡大、売上28%増。

#32 MOF光誘起隠れた状態 大学研究
発表

●●●●
●

●○○○
○

●●●○
○

●●●●
●

●●●●
●

東京科学大学らがMOFにおける光誘起隠れた状態の超
高速形成を解明、30フェムト秒で中間電子状態経由。

#33
カルコパイライトQD
光学

学術論文
●●●●

○
●○○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○
韓国国立研究財団がp–d混成の役割を解明、カルコパ
イライトQDの光学特性制御を促進。

●●●●○ High ●●●○○ Med-High ●●○○○ Med ●○○○○ Low | 背景黄色＝注目記事
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今週、判断に影響しうる3つの問い

❶ 量子コンピューティングの進展は、自社の材料開発ロードマップにどのような影響を与えるか？
IBMとQedmaが74量子ビットシステムで「量子アドバンテージ」を実証(#23)。理研もIBMと連携し分子シミュレーショ
ン記録を樹立(#07)。この計算能力は、貴社の新材料探索や設計プロセスを根本から変革する可能性を秘めています。基
礎研究レベルではツイストロニクス(#26)やスピンLED(#27)も進展しており、未来の材料開発にどう組み込むべきか、
今すぐ検討が必要です。

❷ ナノ材料を用いた水処理技術の進化は、貴社のサプライチェーンや環境戦略に新たな機会をもたらす
か？
ナノベース水ろ過市場は2035年までに9,104億ドルに達し、CAGR14.57%で成長予測(#28)。RMIT大学の磁性ナノ吸着
材料(#15)はマイクロプラスチックとPFASを95%以上除去、TiO2ナノワイヤー(#20)やナノファイバーコアビーズ(#22
)も高効率な水質浄化を達成しています。これらの技術は、貴社の製造プロセス排水処理や、新たな環境ビジネス創出の機
会となるか？

❸ ディスプレイ技術の量子ドット化は、既存の材料・部品サプライヤーにとって脅威か、それとも新た
なビジネスチャンスか？
Samsung DisplayがQD-OLED生産に108億ドルを投資し、QNED開発も推進(#04)。BOEはZnMgO熱工学でQLED寿命
を3倍に延長し、実用化を加速(#12)。J&K; ScientificはカドミウムフリーQD試薬を提供し、サプライチェーンを強化し
ています(#13)。この技術シフトは、既存のディスプレイ材料・部品メーカーにとって、新たな高機能材料への転換を迫
る脅威か、あるいは高付加価値製品への参入機会となるか？

日本企業にとっての「機会 vs 脅威」

日本企業にとっての「機会 vs 脅威」マトリクス

機会大・脅威小 機会大・脅威大

影響小（参考） 脅威大・機会小

←
 機

会
 →

← 脅威 →

触媒量産 QDセンサ

電池材料

水処理量子材料

QDディスプ

安全規制再生医療

項目 象限 ↑ 機会 ↓ 脅威

● 触媒量産 機会大 高効率生産技術 —

● QDセンサ 機会大 新規市場開拓 —

● 電池材料 機会大 EV電池性能向上 競合激化
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● 水処理 注意 環境ビジネス拡大 技術開発投資

● 量子材料 注意 革新的材料創出 基礎研究投資

● QDディスプ 注意 高性能ディスプレイ 投資競争激化

● 安全規制 脅威大 — 規制対応コスト増

● 再生医療 参考 長期的な医療貢献 実用化長期化
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深掘り ① ― 連続フロー合成でナノ触媒量産化へ
#11 | 2026/07/30 | OAE Publishing Inc. | 技術新規性●●●●○ 実用化距離●●●○○ 市場インパクト●●●●○
データ信頼性●●●●● 日本関連度●●●●○

連続フロー合成がナノ触媒製造を革新し、量産可能な精密なナノ構造形成を可能にします。滞留時間、反応物供給、界
面閉じ込めといったパラメータの精密制御により、触媒材料の設計空間が劇的に拡大。バッチ式に比べ、反応条件の厳
密な制御と均一なナノ粒子合成が高効率で実現されます。

本技術は、単なるナノ粒子合成に留まらず、触媒の活性と選択性を最大限に引き出すための構造統合にも焦点を当てて
います。プロセスの安定性、再現性、および長期運転における触媒の耐久性といった工業生産における課題に対し、堅
牢な解決策を提供し、高品質なナノ触媒の持続的な生産を可能にします。

▶ 技術者の視点

連続フロー合成によるナノ触媒製造は、化学産業、エネルギー変換、環境保護など多岐にわたる分野で
ゲームチェンジャーとなり得ます。特に、従来のバッチ式では困難だった高品質ナノ触媒の安定供給と
コスト削減は、日本の素材・化学メーカーにとって大きな【機会】です。ただし、この技術はパイロッ
ト段階であり、大規模生産へのスケールアップには、反応器設計の最適化、プロセス制御の高度化、そ
して長期的な安定性評価が不可欠です。数値データは定性的ですが、学術論文としての信頼性は高く、
今後の進展に注目すべきです。日本の材料メーカーは、この技術を早期に導入し、自社の触媒開発・製
造プロセスに組み込むことで、国際競争力を強化できるでしょう。一方で、この技術の導入が遅れれば
、海外競合に後れを取る【脅威】にもなり得ます。R&D;部門は、マイクロリアクター技術を持つ企業と
の連携を検討し、早期の実証実験に着手すべきです。

深掘り ② ― Exosens、QDイメージング技術で市場強化
#19 | 2026/07/28 | Exosens | 技術新規性●●●○○ 実用化距離●●●●● 市場インパクト●●●●○ データ信頼性●●●●○
日本関連度●●●○○

Exosens社は量子ドット（QD）イメージング技術に特化したEmberion社を買収し、先進イメージング分野での地位を
強化しました。これにより、QDベースの短波長赤外線（SWIR）センサーが製品ポートフォリオに加わり、高解像度の
防衛、監視、半導体検査などの産業用制御アプリケーションで新たな成長機会を創出します。

Emberion社のQD技術は、従来のSWIRセンサーよりもコスト効率が高く、高性能な製造を可能にします。調整可能な
吸収波長と高い量子効率により、高解像度かつ低ノイズの画像取得を実現。半導体検査ではシリコンウェハーを透過し
て内部欠陥を検出でき、製造プロセスの品質管理と歩留まり向上に貢献します。

▶ 技術者の視点

ExosensによるEmberion買収は、量子ドット技術がイメージング分野、特にSWIRセンサー市場で実用
化段階に入ったことを明確に示しています。これは、日本の光学部品メーカーや半導体検査装置メーカ
ーにとって大きな【機会】となり得ます。QDベースのSWIRセンサーは、従来のInGaAsセンサーに比
べ製造コストを抑えつつ高性能を実現できる可能性があり、特に半導体検査における内部欠陥検出能力
の向上は、日本の半導体製造装置メーカーにとって重要な差別化要因となり得ます。一方で、この技術
トレンドに乗り遅れれば、競合他社に市場シェアを奪われる【脅威】にもなります。日本の材料メーカ
ーは、QD材料の供給や、QDを組み込んだセンサーモジュールの開発において、Exosensのような企業
との連携を模索すべきです。R&D;部門は、QDイメージング技術のロードマップを精査し、自社の製品
開発にどう組み込むかを検討する「即時」のアクションが求められます。
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深掘り ③ ― MOF光誘起隠れた状態の超高速形成を解明
#32 | 2026/07/27 | 東京科学大学 | 技術新規性●●●●● 実用化距離●○○○○ 市場インパクト●●●○○
データ信頼性●●●●● 日本関連度●●●●●

東京科学大学らが金属有機構造体（MOF）における光誘起隠れた状態が、わずか30フェムト秒という超高速で、これま
で知られていなかった中間電子状態を介して形成されることを明らかにしました。超短レーザーパルスを用いた時間分
解反射分光法により、このメカニズムが解明されました。

この「隠れた状態」は、材料の電気的、磁気的、光学的特性を劇的に変化させる可能性があり、スイッチングデバイス
や高密度情報貯蔵、高効率な光エネルギー変換デバイスへの応用が期待されます。本研究は、MOFにおける高速な光誘
起遷移のメカニズムを解明し、これらの応用に向けた材料設計の指針を提供します。

▶ 技術者の視点

東京科学大学を中心とした日本の研究チームによるこの成果は、MOFの光物理学における学術的ブレー
クスルーであり、ナノテクノロジー分野における日本の基礎研究の強さを示すものです。30フェムト秒
という超高速での中間電子状態経由の遷移メカニズム解明は、次世代の光電子デバイスやセンサー技術
の設計に新たな洞察を与えます。しかし、これは基礎研究段階であり、製品化までには5年以上の長い
道のりが見込まれます。提示された数値は実験結果であり信頼性は高いですが、実用化には材料の安定
性、製造コスト、デバイスへの組み込み技術など、多くの未解決課題が残されています。日本の材料メ
ーカーや光電子デバイスメーカーにとっては、この基礎研究の動向を継続的にモニタリングし、将来的
な【機会】として捉えるべきです。特に、光で制御可能な超高速スイッチング材料や高効率エネルギー
変換材料への応用は、長期的な視点でのR&D;投資の【機会】となり得ます。R&D;部門は、この研究グ
ループとの連携可能性を探るなど、情報収集と技術評価を「中長期」で進めるべきです。

その他の注目記事
MWCNT導電助剤がLFP/NMC電池正極でエネルギー密度1-4%向上 (Cheap Tubes)
●●●○○ ●●●●○ ●●●●○

EV電池のエネルギー密度向上に直結するMWCNT導電助剤。日本の電池・材料メーカーは早期評価が必須。

RMIT大学が磁性ナノ吸着材料を開発、マイクロプラスチックとPFASの95%以上を廃水から1時間で除去可能に (AZo Materials)
●●●●○ ●●○○○ ●●●●○

マイクロプラスチック・PFAS除去は喫緊の課題。日本の水処理・環境技術企業はプロトタイプ評価を急ぐべき。

Samsung Displayが108億ドル投資でQD-OLED生産へ転換、QNED開発でQDディスプレイ技術をリード (Wikipedia)
●●●○○ ●●●●● ●●●●●

Samsungの巨額投資はディスプレイ市場のQDシフトを加速。日本の材料・部品メーカーは戦略見直しが急務。

IBMとQedmaが量子エラー低減ソフトウェアQESEMで74量子ビットシステムでの物理モデリングの「量子アドバンテージ」を実証 (PR Newswire)
●●●●● ●●○○○ ●●●●○

量子コンピューティングが実用的な材料シミュレーションで古典計算を凌駕。日本のR&D;は動向を注視し、連携を検
討すべき。

Lehigh大学の研究：BNNT機能化によりポリマーナノコンポジットの熱伝導率を最大250%向上 (University of Hawaii at Manoa)
●●●●○ ●●○○○ ●●●○○

BNNT機能化によるポリマーの熱伝導率大幅向上は、電子パッケージングやTIMに革新をもたらす可能性。日本の材料
メーカーは要注目。
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今週のアクション提案

記事評価マトリクスと機会/脅威分析を踏まえたアクション提案です。

▍即時（今週中）
• 【R&D;/経営企画】深掘り記事(#11, #19,
#32)の原典を確認し、自社技術との関連性を評価。特に日本の研究機関が関わるMOF研究(#32)は要注目。

•
【調達/材料メーカー】MWCNT導電助剤(#03)のサンプル調達可能性を調査し、既存材料との性能比較を開始。

• 【R&D;/環境技術】磁性ナノ吸着材料(#15)やTiO2ナノワイヤー(#20)など、高効率水処理技術の最新動向を
調査し、自社技術への応用可能性を検討。

▍短期（1ヶ月）
• 【R&D;/半導体PKG】BNNT機能化ポリマー(#05)やhBN(#02)など、高熱伝導性ナノ材料の最新動向を調査し
、次世代熱管理ソリューションへの適用可能性を検討。

• 【R&D;/EV設計】QLEDディスプレイの寿命延長(#12)やQD材料の供給体制(#13)を注視し、車載ディスプレ
イへのQD技術採用のロードマップを再評価。

• 【経営企画/法務】ナノ材料の安全性評価に関するEFSAのNAMs導入(#10, #17,
#21)を把握し、将来的な日本国内の規制動向への影響を予測。

▍中長期（四半期〜）
• 【R&D;/環境技術】ナノベース水ろ過市場の成長予測(#28)を踏まえ、磁性ナノ吸着材料(#15)やTiO2ナノワ
イヤー(#20)、ナノファイバーコアビーズ(#22)など、高効率水処理技術への投資戦略を策定。

• 【R&D;/経営企画】量子コンピューティングによる材料シミュレーション(#23)やツイストロニクス(#26)など
、基礎研究段階の量子ナノ材料技術の動向を継続的にモニタリングし、将来的な事業機会を探索。

• 【R&D;/再生医療】エレクトロスピニングナノファイバー足場(#01, #30)やハイドロゲルバイオセンサー(#2
5)など、再生医療・バイオセンサー分野におけるナノ材料の応用研究を強化。

troy-technical.jp 独自キュレーション。記事著作権は各原著作者に帰属。 | Gemini API + Claude | 2026-08-01
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収録記事一覧

#01 組織再生へエレクトロスピニングナノファイバー足場が多用途な3次元構造を提供、骨組織再生
で自家移植の限界克服へ

#02 Reinsteが六方晶窒化ホウ素（hBN）によるLED冷却システム開発で熱管理を革新、効率と信頼

性を向上

#03 Cheap TubesのMWCNT導電助剤がLFP/NMC電池正極でカーボンブラック比20%添加量でエネ
ルギー密度1-4%向上

#04 Samsung Displayが108億ドル投資でQD-OLED生産へ転換、QNED開発でQDディスプレイ技術
をリード

#05 Lehigh大学の研究：BNNT機能化によりポリマーナノコンポジットの熱伝導率を最大250%向上

#06 2026年のナノテクノロジー主要トレンド：標的型薬剤送達、早期がん検出、水浄化、次世代エ
レクトロニクスが進化

#07 IBMと理化学研究所が量子中心スーパーコンピューティングで鉄硫黄分子シミュレーション記
録、米国NSFは量子・ナノテクノロジー研究に1億ドル投資

#08 量子ドット超格子が次世代技術の基盤を確立：MOCVDによる工業生産の可能性も提示

#09 持続可能なナノ医療への道：生物由来機能性ナノ材料のグリーン合成が薬物送達・癌治療・バイ
オセンシングを革新

#10 EFSAが食品・飼料中のナノ材料安全性評価に「新アプローチ手法（NAMs）」認定システムを導
入

#11 連続フロー合成がナノ触媒製造を革新：反応工学とナノ触媒設計の融合で量産化へ

#12 BOE TechnologyがZnMgO熱工学を開発し、QLEDデバイス寿命を3倍の20,000時間へ延長、輝
度60,000 cd/m²超を達成

#13 J&K Scientificが高純度カドミウムフリーInPおよびペロブスカイトQD試薬を提供、QLEDディス
プレイ、バイオイメージング、太陽電池市場を支援

#14 河北地質大学らが薄暗い場所でも柔軟に視覚を認識するペロブスカイト量子ドットベースのメン
リスを開発、認識精度10%以上向上

#15 RMIT大学が磁性ナノ吸着材料を開発、マイクロプラスチックとPFASの95%以上を廃水から1時
間で除去可能に

#16 Forbesが宇宙技術とAI・量子・ナノテクノロジーの融合を強調、微小重力研究が新薬と再生医療
を加速

#17 欧州食品安全機関（EFSA）がリスク評価に「新アプローチ手法（NAMs）」を統合、動物実験代

替へ移行加速

#18 nano tech 2026が東京で開催、ナノテクノロジーの社会実装と未来技術イノベーションを推進



#19 ExosensがEmberion買収で売上15.3%増、量子ドットイメージング技術を獲得し先進イメージ
ング分野での地位を強化

#20 MMU Pressの研究がTiO2ナノワイヤーで湖水および大腸菌の99.9%除去を達成、持続可能な水

処理に貢献

#21 カナダOHS専門家向け：2026年にはバイオテクノロジーとナノテクノロジーの危険性を「シス
テム的な職場安全上の懸念」として対処すべき

#22 チェコCXI TULの研究者がMBR/MBBRにナノファイバーコアビーズを統合しアンモニア態窒素
除去を強化、水処理に革新

#23 IBMとQedmaが量子エラー低減ソフトウェアQESEMで74量子ビットシステムでの物理モデリン
グの「量子アドバンテージ」を実証

#24 VIVOLTAがEC-CLIエレクトロスピニングマシンでナノファイバー生産を革新、ろ過、エネルギ
ー貯蔵、スマートテキスタイル、農業へ応用

#25 ドレクセル大学が柔らかく粘着性のある伸縮自在なハイドロゲルバイオセンサーを開発、多様な
生体医療応用へ

#26 2026年カブリ・ナノサイエンス賞、グラフェン層の「ツイストロニクス」先駆者3氏に授与：新
たな量子状態の設計へ道開く

#27 FAPbBr3量子ドットの構造的非対称性を操作し、高性能純緑色スピン偏極LED（スピンLED）が
室温で実現

#28 ナノベース水ろ過市場、2035年までに9,104億ドルに達する見込み、年間成長率14.57%で拡大

#29 中国のナノメートルチタニア市場、2034年までに9億3,900万ドルへ成長予測、化粧品と環境修
復が牽引

#30 MDPI掲載：エレクトロスピニングされたバイオベースPLAナノファイバーコーティングが多機能
で生分解性の生体活性層として生体医療用途に有用

#31 California Nanotechnologiesが2027年第1四半期で売上28%増の917,854米ドルを達成、小型

モジュール炉（SMR）原子力エネルギー分野へ事業拡大

#32 東京科学大学らが金属有機構造体（MOF）における光誘起隠れた状態の超高速形成を解明、30フ
ェムト秒で中間電子状態経由

#33 韓国国立研究財団がp–d混成の役割を解明、カルコパイライト半導体量子ドットの光学特性制御
でフォトルミネッセント、触媒、太陽光発電応用を促進



#01 組織再生へエレクトロスピニングナノファイバー足場
が多用途な3次元構造を提供、骨組織再生で自家移植の限
界克服へ

概要

エレクトロスピニングナノファイバー足場が、天然の細胞外マトリックスを模倣する3

次元ネットワーク構造により、多様な組織工学用途で有望な進歩を示しています。こ
の技術は、特に骨組織再生において、自家骨移植の限界を克服する潜在的な解決策と
して注目されています。ナノファイバーのユニークな特性は、細胞の接着、増殖、分

化を促進し、再生医療における新たな治療法の開発を加速させることが期待されてい
ます。その高い表面積対体積比と調整可能な機械的特性が、様々な組織の要求に応え
る能力の根幹にあります。

公開日 2020-00-00  JMST  中国



詳細

主要成果

ティッシュエンジニアリングにおいて、エレクトロスピニングによって製造されたナノ
ファイバー足場が、天然の細胞外マトリックス（ECM）の構造と機能を模倣する多用途
な3次元ネットワーク構造を提供し、特に骨組織再生において自家骨移植の既存の限界
を克服する画期的な可能性を示しています。

技術・臨床詳細

エレクトロスピニングプロセスは、高分子溶液または溶融液に高電圧を印加すること
で、極細の繊維を生成する技術です。これにより、直径数ナノメートルから数マイクロ
メートルのナノファイバーが得られ、高い多孔性と表面積対体積比を持つ3次元足場を
形成します。これらの足場は、細胞の接着、増殖、分化を促進するための理想的な微小
環境を提供します。骨組織再生においては、ナノファイバー足場が骨細胞の分化を誘導
し、新しい骨組織の形成をサポートすることがin vitroおよびin vivo研究で示されてお
り、自家骨移植に代わる効果的な選択肢となる可能性を秘めています。この技術は、繊
維の配向、サイズ、機械的特性、および生体活性分子の組み込みを精密に制御できるた
め、ターゲットとする組織の特定の要件に合わせて足場をカスタマイズすることが可能
です。

背景・業界文脈

従来の組織再生アプローチ、特に自家骨移植は、ドナー部位の罹患、供給量の制限、複
雑な外科手術などの課題を抱えていました。エレクトロスピニングナノファイバーは、
これらの課題を克服し、より効果的で患者に優しい治療法を提供する可能性を秘めてい
ます。ナノファイバーの生体適合性と生分解性は、体内で安全に使用するための重要な
特性です。また、薬剤や成長因子などの生体活性物質をナノファイバー足場に組み込む
ことで、炎症反応の制御や組織再生の促進といった追加の治療効果を付与することも可
能です。



今後の展望

今後、エレクトロスピニングナノファイバー足場の臨床応用を加速させるためには、ス
ケーラブルな製造プロセスの開発、長期的な生体内安全性と有効性の検証、および規制
当局の承認取得が不可欠です。パーソナライズ医療の進展に伴い、患者個々のニーズに
合わせたカスタマイズされたナノファイバー足場の開発が、組織工学分野の未来を形作
る主要なトレンドとなるでしょう。この技術は、骨組織だけでなく、皮膚、神経、心
臓、血管など、他の軟組織や硬組織の再生においても広範な応用が期待されており、再
生医療の未来を大きく変革する可能性を秘めています。

元記事: https://www.jmst.org/article/2020/1005-0302/1005-0302-59-0-243.shtml

収集日: 2026年07月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.jmst.org/article/2020/1005-0302/1005-0302-59-0-243.shtml


#02 Reinsteが六方晶窒化ホウ素（hBN）によるLED冷却
システム開発で熱管理を革新、効率と信頼性を向上

概要

六方晶窒化ホウ素（hBN）がLED照明システムの熱管理に革命をもたらす可能性が
Reinsteのガイドで強調されており、高い熱伝導率と優れた電気絶縁性を活かして効率
的な熱放散を実現します。hBNの化学的不活性と高温安定性は、LEDのような敏感な電

子部品の寿命と信頼性を大幅に向上させる理想的な材料として位置づけられます。特
に熱界面材料（TIM）としてのその応用は、産業用途で既に実用化されており、熱問
題の解決に貢献しています。

公開日 日付不明  Reinste  国際



詳細

主要成果

Reinsteが発行したガイドラインは、六方晶窒化ホウ素（hBN）がLED照明システムにお
ける熱管理に革命をもたらし、高熱伝導率と優れた電気絶縁性により、LEDの効率と信
頼性を大幅に向上させることを明確に示しています。hBNは、敏感な電子部品から熱を
効率的に放散するための理想的な材料として注目されています。

技術・臨床詳細

hBNは、ダイヤモンドに次ぐ高い熱伝導率と、優れた電気絶縁性、化学的不活性、およ
び高温安定性を兼ね備えるユニークなナノ材料です。LEDデバイスでは、発生する熱を
効率的に除去することが、光出力、寿命、信頼性を維持するために不可欠です。hBN

は、特に熱界面材料（TIM）として使用されることで、LEDチップとヒートシンク間の
熱抵抗を低減し、熱の移動効率を最大化します。これにより、LEDのジャンクション温
度が効果的に管理され、劣化が抑制され、結果としてデバイスの長寿命化と性能維持に
貢献します。産業用途では、hBNを充填したポリマーコンポジットやグリースなどが開
発され、既に実用段階に入っています。

背景・業界文脈

高出力LEDは、その高いエネルギー効率と長寿命により、照明市場で急速に普及してい
ます。しかし、LEDの効率の大部分は熱として散逸するため、適切な熱管理が行われな
いと、光出力の低下、色ずれ、寿命の短縮といった問題が発生します。従来の熱管理材
料には限界があり、より高性能なソリューションが求められていました。hBNは、これ
らの要求に応える形で登場し、その多機能性により、LEDだけでなく、高性能半導体、
パワーエレクトロニクス、さらには宇宙航空分野など、様々な熱管理アプリケーション
での可能性を広げています。



今後の展望

hBNの熱管理における可能性は広大であり、今後の研究開発は、その製造コストの低
減、多様な材料への統合技術の最適化、および新たな応用分野の開拓に焦点を当てるで
しょう。特に、フレキシブルエレクトロニクスやウェアラブルデバイスなど、より小型
で高性能なデバイスの普及に伴い、hBNのような先進的な熱管理材料の需要はさらに高
まると予想されます。これにより、電子デバイスの性能限界を押し上げ、持続可能でエ
ネルギー効率の高い技術革新に貢献することが期待されています。

元記事: https://updates.reinste.com/hexagonal-boron-nitride/hbn-thermal-management-the-ultimate-

guide-to-cooling-high-power-leds/

収集日: 2026年07月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://updates.reinste.com/hexagonal-boron-nitride/hbn-thermal-management-the-ultimate-guide-to-cooling-high-power-leds/
https://updates.reinste.com/hexagonal-boron-nitride/hbn-thermal-management-the-ultimate-guide-to-cooling-high-power-leds/


#03 Cheap TubesのMWCNT導電助剤がLFP/NMC電池正
極でカーボンブラック比20%添加量でエネルギー密度1-
4%向上

概要

Cheap Tubesによると、多層カーボンナノチューブ（MWCNT）導電助剤がリチウムイ

オン電池のリン酸鉄リチウム（LFP）およびニッケルマンガンコバルト（NMC）正極
で優れた性能を発揮します。MWCNTは従来のカーボンブラックの約20%の添加量で同
等の導電ネットワークを形成し、活物質質量を最大4%増加させ、結果としてセルレベ

ルのエネルギー密度を1〜4%向上させることが可能です。さらに、MWCNTネットワー
クは充放電サイクル中の正極コーティングの機械的補強も提供し、バッテリーの耐久
性を高めます。

公開日 日付不明  Cheap Tubes  アメリカ



詳細

主要成果

Cheap Tubesの製品情報によると、多層カーボンナノチューブ（MWCNT）導電助剤
は、リチウムイオン電池のリン酸鉄リチウム（LFP）およびニッケルマンガンコバルト
（NMC）正極において、従来のカーボンブラックと比較してわずか約20%の添加量で同
等の導電ネットワークを形成し、セルレベルのエネルギー密度を1〜4%向上させること
が可能であることが示されています。これはバッテリー性能向上における重要なブレー
クスルーです。

技術・臨床詳細

MWCNTは、その高いアスペクト比と優れた導電性により、電極活物質粒子間に効率的
な電子経路を構築します。この「パーコレーションネットワーク」は、カーボンブラッ
クを使用した場合よりもはるかに少ない量で実現可能です。具体的には、MWCNTを少
量添加することで、電極中の非活物質の割合を減らし、活物質の質量を最大4%増加さ
せることができます。この活物質の増加が、最終的にセルレベルでのエネルギー密度を
1〜4%向上させる直接的な要因となります。さらに、MWCNTの繊維状構造は、充放電
サイクル中に発生する体積変化による正極コーティングの微細な損傷や剥離を抑制し、
機械的な補強効果も発揮します。これにより、バッテリーの長期的なサイクル安定性と
信頼性が向上します。

背景・業界文脈

リチウムイオン電池の性能向上は、電気自動車（EV）やポータブル電子機器の進化に不
可欠です。特に、正極材料のエネルギー密度向上とサイクル寿命の延長は、バッテリー
開発における主要な課題です。リン酸鉄リチウム（LFP）やニッケルマンガンコバルト
（NMC）などの正極材料は、それぞれコストやエネルギー密度において利点がありま
すが、導電助剤の最適化がその性能を最大限に引き出す鍵となります。MWCNTは、従
来のカーボンブラックに代わる次世代の導電助剤として、これらの課題に対する費用対
効果の高いソリューションを提供し、バッテリー市場における競争力を高めています。



今後の展望

MWCNT導電助剤の技術革新は、バッテリー業界に大きな影響を与え、より高エネルギ
ー密度で長寿命のバッテリーの普及を加速させるでしょう。今後の研究開発は、
MWCNTの製造コストのさらなる低減、分散技術の改善、および電極材料とのより強力
な界面相互作用の実現に焦点を当てる可能性があります。これにより、EVの航続距離延
長、ドローンやスマートデバイスの動作時間延長など、幅広いアプリケーションでのバ
ッテリー性能の飛躍的な向上が期待されます。MWCNTは、持続可能なエネルギー貯蔵
ソリューションの未来を形作る上で不可欠な要素となるでしょう。

元記事: https://www.cheaptubes.com/resources/cnt-cathode-conductive-additive-batteries/

収集日: 2026年07月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.cheaptubes.com/resources/cnt-cathode-conductive-additive-batteries/


#04 Samsung Displayが108億ドル投資でQD-OLED生産
へ転換、QNED開発でQDディスプレイ技術をリード

概要

量子ドット（QD）ディスプレイ技術が目覚ましい進展を遂げており、特にQD-OLED

は青色エミッタと赤緑色変換層を組み合わせることで効率と色域を改善し、業界をリ
ードしています。Samsung Displayは2019年から2025年にかけて、すべての8Gパネル

工場をQD-OLED生産に転換するため108億ドルという巨額の投資を発表しました。さ
らに、同社は青色OLED層をInGaN/GaN青色ナノロッドLEDに置き換えるQNEDディス
プレイの研究も進めており、次世代ディスプレイ技術の展望を広げています。

公開日 日付不明  Wikipedia  国際



詳細

主要成果

量子ドット（QD）ディスプレイ技術は、特にQD-OLEDの分野で著しい進展を遂げてお
り、Samsung Displayは2019年から2025年にかけて108億ドルを投じ、既存の8Gパネル
工場をQD-OLED生産に全面的に転換することを発表しました。この動きは、ディスプ
レイ業界におけるQD技術の優位性を確固たるものにし、色域と効率の向上を実現して
います。

技術・臨床詳細

QD-OLEDディスプレイは、青色発光有機EL（OLED）層と、青色光を赤色と緑色に変換
する量子ドット層を組み合わせたハイブリッド技術です。この構造により、ピクセルご
とに正確な色変換が可能となり、高純度の色再現と広色域を実現します。従来のOLED

が持つ課題である青色発光体の短寿命や、カラーフィルターによる輝度損失を克服し、
より高い輝度と効率を提供します。Samsung Displayの巨額投資は、8世代（8G）パネ
ル生産ラインの既存LCDからQD-OLEDへの転換を目的としており、これは大規模生産体
制への移行を意味します。さらに、QD-OLEDの次なる進化形として研究されている
QNED（Quantum Dot NanoLED）ディスプレイは、青色OLED層をInGaN/GaNベースの
青色ナノロッドLEDに置き換えることで、青色エミッタの寿命と安定性を劇的に向上さ
せ、さらに高い効率と信頼性を持つディスプレイの実現を目指しています。ナノロッド
LEDは、従来のOLEDよりも高輝度かつ長寿命であり、QDの優れた色変換能力と組み合
わせることで、究極のディスプレイ性能を追求します。

背景・業界文脈

ディスプレイ市場は、テレビ、スマートフォン、PCモニターなど、あらゆる電子機器に
おいて視覚体験の向上を常に求めています。量子ドット技術は、色純度、輝度、電力効
率の面で従来の液晶ディスプレイ（LCD）や初期のOLED技術を凌駕する可能性を秘めて
います。Samsung Displayのような主要企業がQD-OLEDへの大規模投資を行うことは、
この技術が今後のディスプレイ市場の主流となるという強い自信を示しています。特
に、環境規制の強化に伴い、カドミウムフリーの量子ドット材料の開発も進められてお
り、持続可能性と高性能を両立させる方向性が重視されています。



今後の展望

Samsung Displayの積極的な投資とQNEDのような次世代技術への研究は、QDディスプ
レイ市場のさらなる成長を牽引するでしょう。高解像度、広色域、高コントラストが要
求されるプレミアムディスプレイ市場において、QD-OLEDとQNEDは主要な競争力を維
持すると予想されます。また、他のディスプレイメーカーもQD技術の採用を加速させ
ることで、市場全体のイノベーションと製品多様性が促進される可能性があります。こ
れらの技術は、VR/ARデバイス、車載ディスプレイ、さらには医療用ディスプレイな
ど、新たなアプリケーション分野での応用も期待されており、デジタル社会の視覚体験
を根本的に変革する潜在能力を秘めています。

元記事: https://en.wikipedia.org/wiki/QD-OLED?referrer=grok.com

収集日: 2026年07月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://en.wikipedia.org/wiki/QD-OLED?referrer=grok.com


#05 Lehigh大学の研究：BNNT機能化によりポリマーナノ
コンポジットの熱伝導率を最大250%向上

概要

ポリエチレンオキシド（PEO）ナノファイバーの内部構造設計と、窒化ホウ素ナノチ

ューブ（BNNT）を添加したポリマーナノコンポジットが、電子パッケージングや熱界
面材料における高熱伝導率の要求を満たすために有望な進歩を示しました。特に、

BNNTの表面を機能化することでエポキシマトリックスへの分散が改善され、ポリマー
ベース材料の熱伝導率が最大約250%向上することが確認されました。これにより、高
熱伝導性ポリマー材料の応用範囲が拡大します。

公開日 日付不明  University of Hawaii at Manoa (Lehigh Preserve abstract provided in original

prompt implies source, but mapped URL is definitive)  アメリカ



詳細

主要成果

ポリエチレンオキシド（PEO）ナノファイバーの内部構造設計と、熱伝導性フィラーと
して窒化ホウ素ナノチューブ（BNNT）をエポキシマトリックスに組み込んだポリマー
ナノコンポジットの研究において、BNNTの表面を機能化することでその分散が大幅に
改善され、結果としてポリマーベース材料の熱伝導率を最大で約250%向上させること
に成功しました。このブレークスルーは、高熱伝導性ポリマー材料の応用範囲を大きく
広げるものです。

技術・臨床詳細

本研究では、まずポリエチレンオキシド（PEO）ナノファイバーの内部構造を精密に設
計し、その熱輸送特性を最適化しました。さらに、ポリマーナノコンポジットの作製に
は、エポキシ樹脂と窒化ホウ素ナノチューブ（BNNT）が用いられました。BNNTは非常
に高い固有の熱伝導率を持ちますが、ポリマーマトリックス中での凝集が問題となり、
その熱伝導率向上効果が十分に発揮されないことが課題でした。この研究では、BNNT

の表面を化学的に機能化する戦略を採用し、BNNTとエポキシマトリックス間の界面適
合性を向上させました。これにより、BNNTがマトリックス中に均一に分散し、フォノ
ン（熱を伝える量子）散乱が低減され、効率的な熱経路が形成されました。この改善さ
れた分散と界面結合が、ナノコンポジットの熱伝導率の劇的な向上に直接寄与し、最大
約250%もの増加を達成しました。界面の質が熱伝導率に与える影響が詳細に議論され
ており、設計された材料は優れた熱管理特性を示しました。

背景・業界文脈

現代の電子デバイスは、小型化と高性能化が進むにつれて、発生する熱の管理が極めて
重要な課題となっています。特に、電子パッケージングや熱界面材料（TIM）におい
て、高い熱伝導率を持つ材料はデバイスの信頼性と寿命を確保するために不可欠です。
しかし、電気絶縁性を維持しつつ熱伝導率を向上させることは、これまでの材料開発に
おける大きなジレンマでした。ポリマーベースの材料は軽量性や加工の容易さから広く
利用されていますが、その低い熱伝導率がネックでした。BNNTの機能化による熱伝導
率の向上は、このジレンマを解決し、高性能電子機器のさらなる進化を可能にする重要
なステップです。



今後の展望

この研究結果は、電子機器の熱管理だけでなく、航空宇宙、自動車、エネルギー貯蔵シ
ステムなど、様々な分野での高熱伝導性ポリマーベース材料の応用を拡大する可能性を
秘めています。今後、機能化BNNTの製造コストの削減、スケールアップ、および長期
安定性の評価が実用化に向けた重要なステップとなるでしょう。また、異なるポリマー
システムやナノフィラーとの組み合わせによる、さらに高性能なハイブリッド材料の開
発も期待されます。この技術は、デバイスの性能向上、小型化、そしてエネルギー効率
の改善に貢献し、持続可能な技術革新を後押しするでしょう。

元記事: https://scholarspace.manoa.hawaii.edu/items/3ab25106-8702-4536-859d-e8a38bb138c4

収集日: 2026年07月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://scholarspace.manoa.hawaii.edu/items/3ab25106-8702-4536-859d-e8a38bb138c4


#06 2026年のナノテクノロジー主要トレンド：標的型薬
剤送達、早期がん検出、水浄化、次世代エレクトロニクス
が進化

概要

2026年におけるナノテクノロジーのトップトレンドとして、ヘルスケアでの標的型薬

剤送達と早期がん検出、水浄化システム、そしてナノエレクトロニクスが主要な進展
を遂げている。特に、ナノ粒子は特定の細胞への薬剤送達やがんの超早期発見、組織
再生、人工臓器の開発に応用されている。水浄化では先進ナノファイバー膜が重金

属、バクテリア、ウイルス、マイクロプラスチック、化学汚染物質を効率的に除去
し、エネルギー消費を大幅に削減可能。ナノエレクトロニクスは、より小型で高速、
かつ効率的なデバイスを実現することで、情報技術のさらなる革新を推進している。

公開日 2026年07月28日  Vertex AI Search (cloud.google.com)  不明



詳細

主要成果

2026年現在、ナノテクノロジーは医療、環境、エレクトロニクス分野で画期的な進展を
見せており、特に標的型薬剤送達、早期がん検出、水浄化システム、そして次世代ナノ
エレクトロニクスが注目されている。これらの技術は、従来の限界を打ち破り、生活の
質向上と産業効率化に大きく貢献している。

技術・臨床詳細

ヘルスケア分野では、ナノ粒子を活用した標的型薬剤送達システムが、薬剤を特定の疾
患細胞に直接届けることで、副作用を大幅に低減し、治療効果を最大化する。早期がん
検出では、ごく微量の生体マーカーをナノスケールで検出することで、がんをこれまで
にない段階で発見し、早期治療介入を可能にする。また、ナノテクノロジーは組織再生
や人工臓器の開発にも応用され、失われた機能の回復や生命維持に貢献する。水浄化シ
ステムでは、先進的なナノファイバー膜が開発され、重金属、バクテリア、ウイルス、
マイクロプラスチック、化学汚染物質といった広範な汚染物質を高い効率で除去でき
る。このシステムは、従来の浄化プロセスと比較してエネルギー消費を大幅に削減し、
持続可能な水資源の確保に寄与する。エレクトロニクス分野では、ナノエレクトロニク
スがデバイスの小型化、高速化、高効率化を推進し、スマートフォン、AIチップ、量子
コンピュータなどの次世代デバイスの性能向上に不可欠な基盤技術となっている。

背景・業界文脈

ナノテクノロジーは、物質を原子や分子レベルで操作し、新たな機能や特性を持つ材料
を創出する技術であり、その多岐にわたる応用可能性から各国政府や産業界が莫大な投
資を行ってきた。特に、医療分野では精密医療の実現に向けたDDS（ドラッグデリバリ
ーシステム）や診断技術の進化、環境分野では水不足や汚染問題への解決策、エレクト
ロニクス分野ではムーアの法則の限界を超えるための新材料・新構造開発が喫緊の課題
とされており、ナノテクノロジーはこれらの課題に対する有望なソリューションとして
期待されている。



今後の展望

今後、ナノテクノロジーはさらに異分野との融合を深め、AIやバイオテクノロジーとの
組み合わせにより、新たなブレークスルーを生み出すことが期待される。特に、パーソ
ナライズ医療の進展、IoTデバイスの普及、クリーンエネルギー技術の発展において、
ナノ材料とナノデバイスの役割はますます重要になるだろう。持続可能な社会の実現に
向け、ナノテクノロジーが提供する革新的なソリューションへの期待は高まっている。

元記事: https://electrospintek.com/top-nanotechnology-trends-shaping-the-future-in-2026/

収集日: 2026年07月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://electrospintek.com/top-nanotechnology-trends-shaping-the-future-in-2026/


#07 IBMと理化学研究所が量子中心スーパーコンピューテ
ィングで鉄硫黄分子シミュレーション記録、米国NSFは量
子・ナノテクノロジー研究に1億ドル投資

概要

2026年の量子コンピューティングとナノテクノロジー分野では、重要な進展が複数報

じられています。特に、理化学研究所とIBMが共同で「量子中心スーパーコンピュー
ティング」を駆使し、鉄硫黄分子の電子構造シミュレーション記録を樹立したこと
は、計算科学における新たなマイルストーンです。また、米国国立科学財団（NSF）

は、全国量子・ナノテクノロジー研究インフラ（NQNI）プログラムに1億ドルの大型
投資を発表し、研究基盤の強化を図っています。さらに、Monarch Quantumが統合フ
ォトニクス生産に5,500万ドルを調達し、PsiQuantumがNVIDIA CUDA-Qを統合して量

子シミュレーションを高速化するなど、民間企業による資金調達や技術統合も活発化
しています。

公開日 2026年07月25日  Quantum Computing Report  アメリカ



詳細

主要成果

2026年には、量子コンピューティングとナノテクノロジーの複合領域で複数の画期的な
進展が報告されました。最も注目すべきは、理化学研究所とIBMが共同で、「量子中心
スーパーコンピューティング」を活用して鉄硫黄分子の電子構造シミュレーション記録
を樹立したことです。これは、量子計算が複雑な分子システムの理解を深める上で、従
来のスーパーコンピューティングの限界を超える可能性を示す重要な成果です。

技術・臨床詳細

理化学研究所とIBMの協力は、量子アルゴリズムと高性能古典計算の統合による「量子
中心スーパーコンピューティング」アプローチを採用しています。この手法により、従
来非常に計算負荷が高かった鉄硫黄分子のような複雑な電子構造を持つ系のシミュレー
ションにおいて、新たな精度と速度を達成しました。これにより、新しい材料科学、触
媒設計、さらには生命科学分野における分子の挙動理解に大きく貢献することが期待さ
れます。具体的なシミュレーション精度や計算速度の数値は未公表ですが、これまでの
古典計算では到達できなかったレベルでの洞察が可能になったとされています。

さらに、米国国立科学財団（NSF）は、全国量子・ナノテクノロジー研究インフラ
（NQNI）プログラムに1億ドルを投じると発表しました。このプログラムは、量子技術
およびナノテクノロジーの研究開発を支援するための最先端の施設とリソースを提供
し、次世代の科学者やエンジニアを育成することを目的としています。この投資は、基
礎研究から応用研究、そして商業化への橋渡しを加速させることが期待されています。

民間企業の動向としては、Monarch Quantumが統合フォトニクス生産のために5,500万
ドルの資金調達に成功しました。統合フォトニクスは、光と電子を組み合わせたデバイ
スを製造する技術であり、量子コンピューティングのハードウェア開発において重要な
役割を果たします。また、PsiQuantumはNVIDIA CUDA-Qを自社の量子シミュレーショ
ンプラットフォームに統合し、計算速度と効率を大幅に向上させたと報じられていま
す。これらの取り組みは、量子技術の実用化を加速する上で不可欠な要素です。



背景・業界文脈

量子コンピューティングとナノテクノロジーは、情報科学と物質科学の最前線を形成す
る相互に関連性の高い分野です。量子コンピューターは、ナノ材料の設計や特性評価に
おいて、従来のコンピューターでは不可能な複雑な計算を実行する能力を持ち、材料科
学のブレークスルーを加速させます。同時に、ナノテクノロジーは、量子ビットの物理
的実現や量子デバイスの製造において不可欠な役割を果たします。政府機関による大規
模な投資と民間企業による活発な資金調達は、これらの分野が国家戦略および経済成長
の重要なドライバーとして位置づけられていることを示しています。特に、国際的な協
力と競争が激化する中で、研究インフラの強化と人材育成は喫緊の課題となっていま
す。

今後の展望

今後、理化学研究所とIBMのような国際的な協力は、量子コンピューティングの応用範
囲をさらに広げ、新たな科学的発見を促すでしょう。NSFの投資は、米国における量
子・ナノ技術エコシステムの基盤を強化し、長期的なイノベーションを促進します。
Monarch QuantumとPsiQuantumのような企業の進展は、量子ハードウェアとソフトウ
ェアの商業化を加速させ、産業界における量子技術の採用を後押しします。これらの動
向は、複雑な科学的問題の解決、新材料の創出、そしてより高度な情報処理能力の実現
に向けて、量子ナノテクノロジーが極めて有望な分野であることを明確に示していま
す。

元記事: https://quantumcomputingreport.com/news-archive-2026/

収集日: 2026年07月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://quantumcomputingreport.com/news-archive-2026/


#08 量子ドット超格子が次世代技術の基盤を確立：
MOCVDによる工業生産の可能性も提示

概要

ACS Publicationsの『Matter』誌に掲載されたレビュー論文は、量子ドット超格子
（QDSLs）の形成、特性、および将来の課題について包括的に概説しています。本論
文では、コロイド自己組織化やエピタキシャル成長といった主要な調製方法が詳細に

解説され、特にMOCVD（有機金属化学気相成長法）がその拡張性から工業生産に極め
て適していることが強調されています。QDSLsは、バルク半導体やランダムな量子ド
ット集合体の性能限界を克服する可能性を秘めており、次世代ディスプレイ、太陽電

池、光電子デバイスなどの主要なイネーブラーとなることが期待されます。

公開日 2026年07月23日  ACS Publications (Matter journal)  アメリカ



詳細

主要成果

量子ドット超格子（QDSLs）は、その優れた光電子特性により、次世代ディスプレイ、
太陽電池、光電子デバイスなどの基幹技術となる可能性を秘めています。ACS
Publicationsの『Matter』誌に発表された最新のレビュー論文は、QDSLsの形成メカニズ
ム、多様な特性、および工業生産に向けた課題と展望を包括的に解説しています。特
に、MOCVD（有機金属化学気相成長法）がその高い拡張性から、将来的なQDSLsの工
業生産において最も有望な手法の一つとして強調されています。

技術・臨床詳細

QDSLsは、個々の量子ドットが規則正しく配列された構造であり、これによりバルク半
導体やランダムに配置された量子ドット集合体では実現できない、ユニークな電子構造
と光学特性を発現します。この構造は、量子ドット間の強い相互作用を通じて、優れた
キャリア輸送特性や発光特性をもたらし、デバイス性能の劇的な向上に寄与します。論
文では、QDSLsを調製するための主要な手法として、コロイド自己組織化とエピタキシ
ャル成長が詳細に検討されています。コロイド自己組織化は、溶液中で量子ドットが自
発的に規則構造を形成する手法であり、比較的簡便に大面積のQDSLsを形成できます
が、長距離秩序の制御や欠陥の低減が課題とされます。一方、エピタキシャル成長、特
にMOCVDは、原子層レベルでの精密な膜厚制御と高い結晶品質を可能にし、製造プロ
セスにおける再現性と均一性を高めます。これにより、高性能なQDSLsの量産に不可欠
なスケーラビリティが提供されると指摘されています。

QDSLsの特性は、量子閉じ込め効果の調整、バンドギャップエンジニアリング、および
キャリアのライフタイム制御など、多岐にわたります。これにより、特定の色純度の高
い発光、高い光吸収効率、または高速な光応答速度を持つデバイス設計が可能になりま
す。これらの特性は、特にQLEDディスプレイの色再現性の向上や、高効率太陽電池の
実現に不可欠です。さらに、QDSLsは量子情報科学における基盤材料としても注目され
ており、将来の量子コンピューティングや量子通信技術への応用も期待されています。



背景・業界文脈

ナノテクノロジーの進展は、材料科学に新たな地平を切り開き、従来の技術的限界を超
える高性能デバイスの実現を可能にしています。量子ドット（QD）技術は既にディス
プレイ分野で商用化が進んでいますが、QDSLsはさらに一歩進んだ制御されたナノ構造
を提供します。現在のディスプレイや太陽電池は、材料の物理的制約や製造コストの課
題に直面しており、QDSLsはこれらの課題に対する有望な解決策として期待されていま
す。特に、MOCVDのようなスケーラブルな製造技術の確立は、QDSLsの商業化を加速
させる上で決定的な要素となります。産業界は、QDSLsがもたらす性能向上とコスト削
減の可能性に注目しており、研究開発への投資を強化しています。

今後の展望

QDSLsの今後の研究は、より複雑な多層構造の設計、欠陥のない均一な超格子の形成、
および異なる組成の量子ドットのハイブリッド化に焦点を当てるでしょう。これによ
り、さらに高度な機能を持つデバイスの創出が可能になります。MOCVD技術の最適化
と低コスト化は、QDSLsの工業生産を現実のものとし、市場への導入を加速させます。
将来的には、QDSLsはフレキシブルディスプレイ、ウェアラブルデバイス、高感度セン
サー、そして次世代の量子テクノロジーなど、幅広い分野で革新的な製品を生み出す中
核技術となることが期待されます。安全性と環境適合性に関する評価も継続的に行わ
れ、持続可能なナノテクノロジーの発展に貢献するでしょう。

元記事: https://pubs.acs.org/doi/10.1021/acs.chemmater.6c01278

収集日: 2026年07月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://pubs.acs.org/doi/10.1021/acs.chemmater.6c01278


#09 持続可能なナノ医療への道：生物由来機能性ナノ材料
のグリーン合成が薬物送達・癌治療・バイオセンシングを
革新

概要

Frontiers誌のレビュー論文は、植物抽出物や微生物などの生物資源を用いた機能性ナ

ノ材料のグリーン合成が、持続可能なナノ医療に大きな可能性を秘めていることを強
調しています。これらの生物由来ナノ粒子は、優れた表面機能性を持ち、薬物送達、
抗菌治療、癌治療、バイオイメージング、バイオセンシング、組織工学といった幅広

い生物医学的応用で注目されています。特に、薬物送達における特定の標的化のため
の表面機能化磁性ナノ粒子の重要性が議論されており、環境に優しい合成方法であっ
ても安全性評価が不可欠であることが強調されています。

公開日 2026年07月29日  Frontiers  スイス



詳細

主要成果

機能性ナノ材料のグリーン合成、特に植物抽出物や微生物などの生物資源を用いたアプ
ローチは、持続可能なナノ医療の実現に向けた大きなブレークスルーとして注目されて
います。Frontiers誌に発表されたこのレビュー論文は、これらの生物由来ナノ粒子が薬
物送達、抗菌治療、癌治療、バイオイメージング、バイオセンシング、組織工学といっ
た多様な生物医学的応用において、その強化された表面機能性と生体適合性により優れ
た性能を発揮することを詳細に報告しています。

技術・臨床詳細

グリーン合成されたナノ材料は、従来の化学合成法と比較して、より環境に優しく、毒
性が低いという利点があります。植物抽出物に含まれる生体分子や微生物の代謝産物な
どが、還元剤や安定化剤として作用し、ナノ粒子の形成を促進します。これにより、金
ナノ粒子、銀ナノ粒子、酸化チタンナノ粒子など、様々な種類の機能性ナノ材料が合成
可能です。これらのナノ材料は、その高い表面積対体積比と調整可能な物理化学的特性
により、生物学的システムと効率的に相互作用します。

具体的な応用例としては、薬物送達システムにおいて、表面機能化された磁性ナノ粒子
が特定の標的細胞や組織に薬剤を効率的に運び、副作用を最小限に抑えながら治療効果
を高めることが示されています。例えば、癌治療では、ナノ粒子に抗癌剤を搭載し、腫
瘍部位に選択的に集積させることで、局所的な薬物濃度を高め、全身毒性を低減するこ
とが可能です。抗菌治療では、生物由来ナノ粒子が細菌の細胞膜に損傷を与えたり、代
謝経路を阻害したりすることで、効果的な抗菌活性を発揮します。バイオイメージング
やバイオセンシングにおいては、ナノ粒子が蛍光プローブとして利用されたり、高感度
な検出プラットフォームを提供したりすることで、疾患の早期診断や生体分子のリアル
タイムモニタリングに貢献します。組織工学では、ナノ構造化された足場が細胞の増殖
と分化を促進し、損傷した組織の再生を支援します。

しかし、グリーン合成であっても、ナノ材料の安全性は、その物理化学的特性（サイ
ズ、形状、表面電荷など）や長期的な生体内での挙動、分解性、毒性に大きく依存する
ことが強調されています。したがって、ナノ医療への応用を進めるには、厳格な安全性
評価と標準化された試験プロトコルが不可欠です。



背景・業界文脈

持続可能な開発目標（SDGs）への関心が高まる中、環境に配慮した材料科学、特にグ
リーンケミストリーの原則に基づいたナノ材料合成への需要が増加しています。従来の
ナノ材料合成法は、有害な化学物質の使用や大量のエネルギー消費を伴うことが多く、
環境負荷が高いという課題がありました。グリーン合成は、これらの課題を克服し、よ
りクリーンで持続可能な製造プロセスを提供することで、ナノテクノロジーの社会的受
容性を高める上で重要です。製薬業界や医療機器業界は、より安全で効率的な治療法と
診断法の開発を常に模索しており、機能性ナノ材料はこれらのニーズに応える強力なツ
ールとなります。

今後の展望

今後、生物由来機能性ナノ材料のグリーン合成は、合成プロセスの効率化とスケーラビ
リティの向上、さらにはより複雑な多機能ナノシステムの構築へと進化するでしょう。
特定の疾患に対する標的化能力をさらに高めるための表面修飾技術や、生体適合性を最
適化するための材料設計に関する研究が加速すると予想されます。また、グリーン合成
されたナノ材料の長期的な安全性と生体内運命に関する包括的な研究が、臨床応用への
道を開く上で不可欠です。これらの進展により、ナノ医療はより環境に優しく、個別化
された、そして効果的な治療選択肢を患者に提供する未来へと向かうでしょう。

元記事: https://www.frontiersin.org/journals/chemistry/articles/10.3389/fchem.2026.1890004/pdf

収集日: 2026年07月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.frontiersin.org/journals/chemistry/articles/10.3389/fchem.2026.1890004/pdf


#10 EFSAが食品・飼料中のナノ材料安全性評価に「新ア
プローチ手法（NAMs）」認定システムを導入

概要

欧州食品安全機関（EFSA）は、動物実験に代わるリスク評価手法として「新アプロー
チ手法（NAMs）認定システム」を開発し、食品および飼料中のナノ材料の安全性評
価を大幅に向上させることを目指しています。このシステムは、特定の細胞モデルに

おけるナノ材料の取り込みなどの側面に対応しており、EFSAの科学委員会は既に食品
添加物や新規食品、食品接触材料の安全性評価にこの助言を統合しています。
NAMs4NANOプロジェクトも2027年まで進行中で、ナノ材料リスク評価における

NAMsの利用課題の理解と解決に取り組んでいます。

公開日 2026年07月24日  EFSA (European Food Safety Authority)  欧州連合



詳細

主要成果

欧州食品安全機関（EFSA）は、食品および飼料中のナノ材料の安全性評価を強化するた
め、動物実験に代わる画期的な「新アプローチ手法（NAMs）認定システム」を開発し
ました。このシステムは、特定の細胞モデルにおけるナノ材料の生物学的取り込みなど
の重要な側面を評価し、より効率的かつ倫理的なリスク評価プロセスを実現することを
目指しています。

技術・臨床詳細

NAMsは、動物実験に依存しない、in vitro試験、計算モデリング、オミクス技術などを
組み合わせた最新のリスク評価アプローチです。ナノ材料の評価においては、その独特
な物理化学的特性（サイズ、形状、表面積、化学組成など）が生物学的相互作用に大き
く影響するため、従来の化学物質評価手法だけでは不十分です。EFSAのNAMs認定シス
テムは、これらのナノ特異的な側面に対応するために設計されており、細胞培養モデル
を用いてナノ材料が細胞にどのように取り込まれ、どのような細胞応答を引き起こすか
を詳細に分析します。これにより、初期段階での毒性メカニズムの特定や、ヒトの健康
リスクへの外挿可能性を評価することが可能になります。

EFSAの科学委員会は、このNAMsからの助言を既に食品添加物、新規食品、および食品
接触材料の安全性評価に統合しています。これは、ナノ材料が使用される可能性のある
幅広い製品カテゴリーにおいて、消費者保護を強化するための重要なステップです。さ
らに、「NAMs4NANO」プロジェクトが2027年まで実施されており、ナノ材料のリス
ク評価におけるNAMsの活用に関する課題（例：異なるNAMsの結果の統合、複雑な材
料の評価、標準化されたプロトコルの開発など）を理解し、克服するための研究と調整
が進められています。このプロジェクトは、科学的信頼性と規制の調和を図りながら、
ナノ材料の安全なイノベーションを促進することを目指しています。



背景・業界文脈

ナノテクノロジーの進歩により、食品、飼料、包装材料など、様々な製品にナノ材料が
利用される可能性が広がっています。しかし、その革新的な特性ゆえに、ヒトの健康や
環境への潜在的な影響に対する懸念も高まっています。欧州連合（EU）は、動物実験の
段階的廃止という強いコミットメントを持っており、リスク評価におけるNAMsの導入
は、この目標と完全に一致しています。食品安全機関として、EFSAは消費者の信頼を確
保しつつ、科学的根拠に基づいた効率的な規制判断を下す責任を負っています。NAMs

の導入は、安全性評価の透明性を高め、より迅速な審査プロセスを可能にすることで、
産業界のイノベーションも促進する可能性があります。

今後の展望

EFSAのNAMs認定システムの継続的な開発とNAMs4NANOプロジェクトの成果は、食品
および飼料分野におけるナノ材料の規制枠組みをさらに進化させるでしょう。将来的に
は、より多くのNAMsが有効と認定され、動物実験の必要性を大幅に削減しながら、高
精度なリスク評価を可能にすることが期待されます。このアプローチは、他の規制機関
や国際的な標準化団体にも影響を与え、ナノ材料の安全性評価におけるグローバルな調
和を促進する可能性があります。これにより、ナノテクノロジーの安全で責任ある発展
が確保され、社会全体にその恩恵が広くもたらされることが期待されます。

元記事: https://www.efsa.europa.eu/en/topics/topic/nanotechnology

収集日: 2026年07月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.efsa.europa.eu/en/topics/topic/nanotechnology


#11 連続フロー合成がナノ触媒製造を革新：反応工学とナ
ノ触媒設計の融合で量産化へ

概要

OAE Publishing Inc.の『Nanomaterials』誌に掲載された論文は、連続フローナノ触媒
合成の革新的なアプローチを提示し、量産可能な製造に向けたナノ構造形成の精密制
御の重要性を強調しています。この研究は、滞留時間、反応物供給、界面閉じ込めに

対する制御の改善が、触媒材料の設計空間をいかに拡大するかを具体的に示していま
す。本レビューは、ナノ粒子合成に留まらず、構造統合、プロセス安定性、および工
業的に関連する触媒生産にまで議論を広げ、反応工学とナノ触媒設計を結びつける概

念的枠組みを提供しています。

公開日 2026年07月30日  OAE Publishing Inc. (Nanomaterials journal)  グローバル



詳細

主要成果

ナノ触媒製造において、連続フロー合成は、反応工学とナノ触媒設計を融合させること
で、量産可能な精密なナノ構造形成を可能にする革新的なアプローチとして注目されて
います。OAE Publishing Inc.の『Nanomaterials』誌に掲載された最新の研究は、この技
術が滞留時間、反応物供給、界面閉じ込めといった主要パラメータの精密な制御を通じ
て、触媒材料の設計空間を劇的に拡大する可能性を詳述しています。

技術・臨床詳細

連続フロー合成システムでは、反応物が連続的に導入され、反応ゾーンを通過しながら
ナノ粒子が形成されます。このプロセスは、バッチ式合成に比べて、反応条件（温度、
圧力、濃度、混合効率）をはるかに厳密に制御できるという大きな利点があります。特
に、ナノ触媒の性能を決定づけるサイズ、形状、結晶性、表面積といったナノ構造的特
徴は、反応物の供給速度、反応ゾーンでの滞留時間、および反応器設計による界面の制
御によって精密に調整可能です。例えば、短い滞留時間で均一な反応環境を維持するこ
とで、均一なサイズのナノ粒子を高効率で合成できることが示されています。また、マ
イクロリアクターのようなデバイスを用いることで、反応物の混合効率が向上し、より
狭い粒度分布を持つナノ粒子を得ることが可能になります。

本レビューでは、単なるナノ粒子合成に留まらず、触媒の活性と選択性を最大限に引き
出すための構造統合にも焦点を当てています。これには、ナノ粒子を担体材料に均一に
分散させる方法や、複合ナノ構造を形成して複数の機能を相乗的に発揮させるアプロー
チが含まれます。さらに、工業生産における実用化を見据え、プロセスの安定性、再現
性、および長期運転における触媒の耐久性といった課題も議論されています。連続フロ
ー合成は、反応パラメーターの自動制御と最適化を通じて、これらの課題に対する堅牢
な解決策を提供し、高品質なナノ触媒の持続的な生産を可能にします。



背景・業界文脈

触媒は、化学産業、エネルギー変換、環境保護など、多岐にわたる分野で不可欠な役割
を担っています。特にナノ触媒は、その高い表面積と特異な量子効果により、従来の触
媒をはるかに超える活性と選択性を提供します。しかし、ナノ触媒の合成は、しばしば
再現性が低く、スケールアップが困難であり、高コストであるという課題に直面してき
ました。連続フロー合成技術は、これらの課題を克服し、ナノ触媒の商業化を加速する
ための重要な手段として注目されています。この技術の発展は、医薬品製造、ファイン
ケミカル合成、クリーンエネルギー技術（燃料電池、水素製造）、および排ガス処理な
どの分野に革命をもたらす可能性を秘めています。

今後の展望

連続フローナノ触媒合成の分野は、今後も急速な発展が期待されます。特に、AIや機械
学習を活用した反応設計とプロセス最適化、インラインモニタリング技術の導入による
リアルタイム制御の強化が主要な研究方向となるでしょう。また、より複雑な多成分系
ナノ触媒の合成や、精密な構造制御を可能にする新たなリアクター設計の開発も進めら
れます。これらの進展により、高活性、高選択性、高耐久性を持つナノ触媒が、より効
率的かつ持続可能な方法で生産できるようになり、様々な産業分野でのイノベーション
を強力に推進することが期待されます。最終的には、エネルギー効率の向上、環境負荷
の低減、新製品の創出に貢献し、持続可能な社会の実現に不可欠な技術となるでしょ
う。

元記事: https://www.oaepublish.com/articles/enginfuture.2026.02

収集日: 2026年07月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.oaepublish.com/articles/enginfuture.2026.02


#12 BOE TechnologyがZnMgO熱工学を開発し、QLEDデ
バイス寿命を3倍の20,000時間へ延長、輝度60,000 cd/m²
超を達成

概要

BOE Technology Group Co., Ltd.の研究チームは、量子ドット発光ダイオード（QLED）
の性能を飛躍的に向上させるZnMgOナノ粒子熱工学的手法を開発しました。この革新

により、ZnMgOナノ粒子の酸素空孔が25%減少し、サイズが30%増加した結果、QLED

デバイスの寿命が5,400時間から20,000時間へと3倍以上に延長されました。さらに、

輝度も60,000 cd/m²を超える高水準を達成し、QLEDディスプレイの工業的応用におけ
る主要な課題であった「制御不能な酸誘起正エイジング」問題を解決しました。

公開日 2026年07月29日  EurekAlert! (Nano Research, Tsinghua University Pressより転載)  中
国



詳細

主要成果

BOE Technology Group Co., Ltd.の研究チームは、量子ドット発光ダイオード（QLED）
の信頼性と寿命を大幅に向上させる画期的なZnMgOナノ粒子熱工学的手法を開発しま
した。この新技術により、QLEDデバイスの動作寿命が従来の5,400時間から20,000時間
へと3倍以上に延長され、同時に60,000 cd/m²を超える高輝度も維持されることが実証
されました。このブレークスルーは、QLEDディスプレイの工業的応用を大きく阻害し
ていた「制御不能な酸誘起正エイジング」の問題を効果的に解決します。

技術・臨床詳細

研究チームが開発した熱工学的手法は、QLEDに使用されるZnMgOナノ粒子の構造と組
成を精密に改質することに焦点を当てています。具体的には、この熱処理により
ZnMgOナノ粒子内の酸素空孔が約25%減少することが明らかになりました。酸素空孔
は、材料の安定性を低下させ、デバイスの劣化を加速させる要因となるため、その減少
は寿命延長に直接貢献します。さらに、ナノ粒子の平均サイズが約30%増加することも
観察されました。ナノ粒子のサイズと結晶性は、量子ドットの発光効率と安定性に密接
に関連しており、適切なサイズ調整はデバイスの堅牢性を高めます。

このZnMgOナノ粒子の改質は、特に「酸誘起正エイジング」問題の解決に重要です。
QLEDデバイスでは、動作中に発生する酸性環境が、発光層内の量子ドットや周辺材料
に損傷を与え、輝度低下や寿命短縮を引き起こすことが知られています。ZnMgOナノ
粒子の安定性向上は、この酸性環境に対する耐性を強化し、デバイス全体の耐久性を向
上させます。結果として、デバイス寿命は5,400時間から20,000時間へと大幅に延長さ
れ、これは一般的なディスプレイ製品に求められる信頼性基準を満たす上で画期的な進
歩です。この長寿命化と高輝度（60,000 cd/m²以上）の両立は、QLED技術が大型高精
細ディスプレイ市場において競争力を高める上で決定的な要素となります。



背景・業界文脈

QLED技術は、優れた色再現性、高輝度、広視野角といった特性から、次世代ディスプ
レイの有力候補として期待されています。しかし、その商用化には、有機EL（OLED）
ディスプレイと比較して、デバイス寿命の短さや信頼性の確保が大きな課題でした。特
に、長時間の動作に伴う輝度劣化は、消費者にとっての重要な懸念事項であり、メーカ
ーが克服すべき技術的障壁でした。BOE Technology Groupは、世界有数のディスプレイ
メーカーであり、この分野での研究開発に多大な投資を行っています。今回のZnMgO

熱工学の成功は、QLED技術の主要な弱点を克服し、大規模な商用展開への道を大きく
開くものです。

今後の展望

BOE Technology Group Co., Ltd.によるこの熱工学的手法は、QLEDディスプレイの量産
と市場導入を加速させる可能性を秘めています。今後、この技術は、テレビ、スマート
フォン、ウェアラブルデバイスなど、様々なディスプレイ製品への応用が期待されま
す。特に、長寿命化と高輝度化は、QLEDが競争の激しいディスプレイ市場で優位に立
つための重要な差別化要因となります。さらに、このZnMgO改質技術は、QLED以外の
量子ドットベースの光電子デバイスやセンサー技術にも応用される可能性があり、ナノ
材料科学のさらなる発展を促すでしょう。持続可能な社会の実現に向け、エネルギー効
率の高い高信頼性ディスプレイの需要は高まっており、本技術はそのニーズに応える重
要な貢献となるでしょう。

元記事: https://www.eurekalert.org/news-releases/1137985

収集日: 2026年07月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.eurekalert.org/news-releases/1137985


#13 J&K Scientificが高純度カドミウムフリーInPおよびペ
ロブスカイトQD試薬を提供、QLEDディスプレイ、バイオ
イメージング、太陽電池市場を支援

013_J&K Scientificが高純度カドミウムフリーInPおよびペロブスカイトQD試薬を提供、QLE

概要

J&K Scientific LLCは、QLEDディスプレイ、バイオイメージング、太陽電池、センサー

などの多様な用途向けに、高純度の量子ドット（QD）合成用試薬を提供しています。
同社の製品ラインアップには、特に環境規制に対応したカドミウムフリーInP QD前駆
体や、高性能を特徴とするペロブスカイトQD前駆体が含まれています。これらの試薬

は、優れた熱安定性と化学的堅牢性を備え、研究開発から量産スケールアップまで、
ロット間の一貫性とグローバルなサプライチェーンサポートを通じて、高品質なQD製
品の実現を支援します。

公開日 2026年07月24日  J&K Scientific LLC  アメリカ



詳細

主要成果

J&K Scientific LLCは、量子ドット（QD）合成市場の需要に応えるため、QLEDディスプ
レイ、バイオイメージング、太陽電池、センサーなどの幅広い最先端アプリケーション
向けに、高純度で信頼性の高い合成試薬を包括的に提供しています。特に、環境規制に
配慮したカドミウムフリーInP量子ドットや、卓越した光学特性を持つペロブスカイト
量子ドットの前駆体の供給を強化し、次世代技術の発展を強力に支援しています。

技術・臨床詳細

J&K Scientificが提供するQD合成試薬は、その高い純度と厳格な品質管理により、合成
される量子ドットの性能と再現性を保証します。カドミウムフリーInP量子ドット前駆
体は、EUのRoHS指令（特定有害物質使用制限指令）などの環境規制に対応し、毒性リ
スクを低減しながらも、優れた色純度と発光効率を実現します。これにより、従来の
CdSe（カドミウムセレン）ベースの量子ドットに代わる、より安全で持続可能な選択
肢を提供します。

一方、ペロブスカイト量子ドット前駆体は、その高いフォトルミネッセンス量子収率と
広い色域カバー率により、特に高輝度・高色純度が求められるQLEDディスプレイや、
高効率の太陽電池での応用が期待されています。これらの試薬は、熱安定性と化学的堅
牢性を重視して設計されており、複雑な合成プロセスにおいても安定した性能を発揮し
ます。J&K Scientificは、これらの試薬を通じて、研究者がより高品質な量子ドットを開
発し、その実用化を加速できるようサポートしています。

同社は、研究開発段階から量産スケールアップまで対応可能なカスタマイズされたバル
ク価格設定と、グローバルなサプライチェーンサポートを提供しています。これによ
り、顧客は必要な量の試薬をタイムリーに入手でき、ロット間の一貫性が保証されるた
め、製品開発の効率が向上し、市場投入までの時間を短縮できます。この包括的なサポ
ート体制は、QD技術の商業化における重要な要素です。



背景・業界文脈

量子ドット技術は、ディスプレイ、照明、バイオ医療、エネルギー分野において、その
優れた発光特性、高効率、調整可能なバンドギャップにより、急速に普及が進んでいま
す。特にQLEDディスプレイ市場の拡大や、環境に優しいバイオイメージングプローブ
への需要増加が、高品質なQD合成試薬の必要性を高めています。カドミウムフリー材
料への移行は、消費者製品における有害物質の使用を制限する世界的な規制動向に合致
しており、持続可能な技術開発の推進力となっています。J&K Scientificのような試薬サ
プライヤーは、このエコシステムの基盤を支え、研究開発の進展と製品の市場投入を可
能にする上で不可欠な存在です。

今後の展望

J&K Scientificは、今後もQD技術の進化に対応するため、新たなカドミウムフリー材料
や、さらなる高機能を持つペロブスカイトQD前駆体の開発に注力するでしょう。特
に、量子ドットの安定性向上、毒性低減、およびコスト効率の高い合成経路の実現が今
後の焦点となります。同社の高純度試薬とグローバルなサプライチェーンは、研究機関
や企業が次世代QLEDディスプレイ、超高感度バイオセンサー、高効率太陽電池、量子
コンピューティングなどの最先端アプリケーションを開発する上で、不可欠なインフラ
を提供し続けます。これにより、量子ドット技術の応用範囲はさらに拡大し、多様な産
業に革新をもたらすことが期待されます。

元記事: https://www.jk-sci.com/blogs/resource-center/quantum-dots-synthesis-reagents

収集日: 2026年07月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.jk-sci.com/blogs/resource-center/quantum-dots-synthesis-reagents


#14 河北地質大学らが薄暗い場所でも柔軟に視覚を認識す
るペロブスカイト量子ドットベースのメンリスを開発、認
識精度10%以上向上

概要

河北地質大学と石家荘鉄道大学の研究者らは、ペロブスカイト量子ドット（QD）と酸

化グラフェンを積層した柔軟な光電式メンリスを開発し、薄暗い光の下でも優れた画
像センシングおよび処理能力を実現しました。この革新的なデバイスは、低照度環境
でコンダクタンス範囲を拡大し、ノイズを効果的に抑制することで微弱な信号を増幅

します。薄暗い画像において認識精度を10%以上向上させ、信号対雑音比を2倍に高め
ることに成功し、ウェアラブルなニューロモルフィック視覚システムへの応用が期待
されています。

公開日 2026年07月24日  Semiconductor-Today  中国



詳細

主要成果

河北地質大学と石家荘鉄道大学の研究チームは、ペロブスカイト量子ドット（QD）と
酸化グラフェン（GO）を積層した、薄暗い光でも柔軟に視覚を認識・処理できる光電
式メンリスを開発しました。この革新的なデバイスは、低照度下での認識精度を10%以
上向上させ、信号対雑音比を2倍に高めることに成功し、次世代のウェアラブルニュー
ロモルフィック視覚システムの実現に向けた大きな一歩となります。

技術・臨床詳細

この新型メンリスは、柔軟な基板上にペロブスカイト量子ドット層と酸化グラフェン層
を順に積層して構築されています。ペロブスカイト量子ドットは、その優れた光吸収特
性と高いフォトルミネッセンス量子収率により、微弱な光信号を効率的に検出します。
一方、酸化グラフェンは、その高い電気伝導性と柔軟性により、デバイスの信号伝達と
機械的安定性を保証します。

このデバイスの核心は、低照度下でのコンダクタンス範囲の拡大と、ノイズ抑制機能に
あります。薄暗い光の条件下では、従来のセンサーは信号が弱すぎてノイズに埋もれが
ちですが、このペロブスカイトQD/GOメンリスは、微弱な光刺激に対して高い感度で
コンダクタンス変化を示します。これは、ナノスケールの界面における電荷分離と輸送
効率の最適化によるものです。特に、ノイズの多い低照度画像での評価では、画像の認
識精度が従来の同等デバイスと比較して10%以上向上し、信号対雑音比（SNR）が2倍
に増加しました。この高い性能は、人間の目の適応能力を模倣したニューロモルフィッ
クコンピューティングの原理に基づいており、入力された光信号を効率的に処理し、ノ
イズから有用な情報を区別する能力を強化します。

柔軟な設計であるため、このデバイスは曲面や不規則な表面にも適用可能であり、ウェ
アラブルデバイスやロボット工学への組み込みが容易です。これにより、人間の皮膚の
ように物体に直接貼り付けたり、ロボットの視覚システムに統合したりする可能性が開
かれます。



背景・業界文脈

現在のAI技術の発展は目覚ましいものがありますが、その多くは膨大なエネルギーを消
費する高性能プロセッサに依存しています。特に視覚情報処理は、リアルタイム性やエ
ネルギー効率が求められる分野であり、人間の脳のように効率的に情報を処理できるニ
ューロモルフィックコンピューティングへの期待が高まっています。しかし、薄暗い環
境下での高精度な視覚認識は、自動運転、監視システム、スマートホーム、医療診断な
ど、多くの応用分野で依然として大きな課題となっています。ペロブスカイト量子ドッ
トは、その優れた光電特性から、次世代の光電子デバイスのキーマテリアルとして注目
されており、グラフェンとの組み合わせは、柔軟で高性能なデバイス実現の可能性を広
げています。

今後の展望

このペロブスカイトQDベースの柔軟な光電式メンリスの成功は、低照度下での高精度
な視覚認識を可能にする画期的な進歩です。今後、研究チームはデバイスの集積度をさ
らに高め、より複雑な画像処理機能や学習能力を組み込むことを目指すでしょう。ウェ
アラブルなニューロモルフィック視覚システムへの応用は、視覚障害者の補助デバイ
ス、スマートグラス、ロボットの環境認識能力の向上など、多様な分野で人々の生活を
豊かにする可能性を秘めています。また、エネルギー消費を抑えながら高効率な情報処
理を可能にするこの技術は、AIエッジデバイスやIoTセンサーの発展にも大きく貢献す
ることが期待されます。実用化に向け、長期的な安定性や量産技術の確立が次の重要な
ステップとなります。

元記事: https://www.perovskite-info.com/perovskite-qds-based-memristor-delivers-flexible-artificial-

vision-low-light

収集日: 2026年07月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.perovskite-info.com/perovskite-qds-based-memristor-delivers-flexible-artificial-vision-low-light
https://www.perovskite-info.com/perovskite-qds-based-memristor-delivers-flexible-artificial-vision-low-light


#15 RMIT大学が磁性ナノ吸着材料を開発、マイクロプラ
スチックとPFASの95%以上を廃水から1時間で除去可能に

概要

RMIT大学の研究者らは、廃水中のマイクロプラスチックやナノプラスチック、一部の
PFAS化合物を高効率で除去する磁性ナノ吸着材料を開発しました。この革新的な材料
は、1時間以内にマイクロプラスチックおよびナノプラスチック（最小30nm）の95%

以上を除去する能力を実証し、さらに重金属や染料などの汚染物質も95%除去可能で
す。プロトタイプシステムにより、材料の効率的な回収と再利用が実証されており、
繊維産業、工業、都市廃水処理における持続可能な水質浄化に大きな可能性を秘めて

います。

公開日 2026年07月24日  AZo Materials (RMIT大学より)  オーストラリア



詳細

主要成果

RMIT大学の研究者たちは、廃水中のマイクロプラスチック、ナノプラスチック（30nm

まで）、および一部のPFAS（有機フッ素化合物）を高効率で除去できる、革新的な磁性
ナノ吸着材料を開発しました。この新材料は、わずか1時間以内に試験されたマイクロ
プラスチックとナノプラスチックの95%以上を除去する性能を発揮し、同時に重金属や
染料など他の汚染物質も95%除去できることが確認されました。このブレークスルー
は、環境汚染問題に対する強力な解決策を提供します。

技術・臨床詳細

開発された磁性ナノ吸着材料は、ナノスケールの表面構造と磁性特性を兼ね備えていま
す。これにより、水中の非常に微細な汚染物質、特に従来のろ過方法では捕集が困難で
あった30nmオーダーのナノプラスチックを効率的に捕捉できます。材料の吸着メカニ
ズムは、高い比表面積と特異的な官能基による物理的・化学的吸着に依存しており、こ
れによりプラスチック粒子やPFAS分子との強固な結合を形成します。

研究チームは、この材料を用いてプロトタイプシステムを構築し、その実用性を検証し
ました。このシステムでは、廃水に磁性吸着材料を添加し、汚染物質を吸着させた後、
外部磁場を印加することで材料を容易に分離・回収します。回収された材料は、再生処
理を経て再利用可能であり、これにより処理コストの削減と資源の持続的な利用が図ら
れます。実験では、マイクロプラスチックおよびナノプラスチックの95%以上の除去効
率が、わずか1時間の処理時間で達成されました。これは、従来技術と比較して大幅な
効率向上と処理時間の短縮を意味します。さらに、様々な種類の重金属や染料に対して
も同様に高い除去率が示されており、この材料の汎用性の高さが証明されています。

背景・業界文脈

マイクロプラスチックとPFASによる水質汚染は、世界中で深刻な環境問題として認識さ
れており、生態系やヒトの健康への影響が懸念されています。特にPFASは「永遠の化学
物質」とも呼ばれ、分解されにくく、環境中に蓄積しやすい性質を持つため、その除去
技術の開発が急務とされています。従来の廃水処理技術では、これらの微細な汚染物質
や難分解性物質の除去が困難であり、新たな高効率技術が求められていました。RMIT
大学によるこの磁性ナノ吸着材料の開発は、この喫緊の課題に対する有望な解決策とし
て、政府機関、産業界、そして一般市民から大きな注目を集めています。



今後の展望

RMIT大学が開発したこの磁性ナノ吸着材料は、繊維産業の排水処理、一般工業廃水処
理、都市下水処理など、幅広い分野での応用が期待されます。特に、高い除去効率、迅
速な処理時間、および材料の再利用可能性は、環境負荷の低減と運用コストの削減に大
きく貢献します。今後の研究では、材料の長期的な安定性、大規模生産技術の確立、そ
して異なる廃水組成に対する最適化に焦点が当てられるでしょう。この技術が商業化さ
れれば、世界的な水質汚染問題の解決に大きく貢献し、持続可能な社会の実現に向けた
重要な一歩となることが期待されます。国際的な協力と規制枠組みの整備も、その普及
を加速させる上で不可欠です。

元記事: https://www.azom.com/news.aspx?newsID=65646

収集日: 2026年07月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.azom.com/news.aspx?newsID=65646


#16 Forbesが宇宙技術とAI・量子・ナノテクノロジーの
融合を強調、微小重力研究が新薬と再生医療を加速

概要

Forbes誌の記事は、宇宙インフラへの依存度が高まる中で、AI、量子コンピューティ
ング、ナノテクノロジーといった指数関数的技術と宇宙投資の相乗効果を強調してい
ます。特に、微小重力下での研究は、タンパク質結晶化と幹細胞研究の改善を通じ

て、新薬の発見と再生医療を加速させる画期的な可能性を秘めています。しかし、こ
れらの技術革新によって生じる攻撃対象領域の拡大により、宇宙システムのサイバー
セキュリティが極めて重要な課題として浮上しています。

公開日 2026年07月29日  Forbes  アメリカ



詳細

主要成果

Forbesの記事は、現代社会における宇宙インフラへの依存度の高まりと、AI、量子コン
ピューティング、ナノテクノロジーといった指数関数的な技術の融合がもたらす革新的
な機会に焦点を当てています。特に、微小重力環境下での研究は、タンパク質結晶化と
幹細胞研究の効率を劇的に向上させ、新薬の発見と再生医療の進展を加速させる可能性
を秘めていると強調しています。

技術・臨床詳細

微小重力環境は、地球上では困難な独特の物理的条件を提供します。例えば、微小重力
下では、タンパク質結晶化プロセスにおいて重力沈降や対流の影響が排除されるため、
より大きく、より完璧な結晶を成長させることが可能です。これにより、薬剤ターゲッ
トとなるタンパク質の構造解析が精密化され、新薬開発の効率が向上します。また、幹
細胞研究においては、微小重力は細胞の増殖、分化、三次元組織形成に独特の影響を与
え、再生医療における新しいアプローチや治療法の開発につながる可能性があります。
これらの宇宙ベースの研究成果は、地上での研究では得られない貴重な知見を提供し、
製薬およびバイオテクノロジー産業に大きな影響を与えることが期待されます。

記事では、AIが宇宙からの膨大なデータ（地球観測、通信、ナビゲーションなど）を解
析し、意思決定プロセスを最適化する役割を担うことにも言及しています。量子コンピ
ューティングは、複雑な宇宙ミッションの計画、暗号技術の強化、または材料科学のシ
ミュレーションにおいて、従来の計算能力を超える可能性を持っています。ナノテクノ
ロジーは、より小型で軽量、かつ高性能な衛星コンポーネント、センサー、推進システ
ムを開発し、宇宙探査のコストと効率を改善するために不可欠です。これらの技術が相
互に作用することで、宇宙産業はかつてないスピードで進化し、新たなサービスや製品
が生まれています。



背景・業界文脈

宇宙産業は、政府主導の探査から、商業化された衛星サービス、宇宙観光、資源開発へ
と急速に多様化しています。この成長は、スマートフォン、GPS、気象予報、インター
ネット接続など、日常生活のあらゆる側面に深く組み込まれた宇宙インフラへの依存度
を高めています。しかし、このような指数関数的な技術の進展と、それに伴う宇宙資産
の拡大は、サイバーセキュリティの新たな脆弱性を生み出します。敵対的国家主体、テ
ロリストグループ、またはハッカーによるサイバー攻撃は、宇宙システムの機能を麻痺
させ、地上インフラに壊滅的な影響を与える可能性があります。したがって、これらの
重要な宇宙資産を保護するための強固なサイバーセキュリティ対策は、単なる技術的な
課題ではなく、国家安全保障と経済的安定に直結する戦略的課題となっています。

今後の展望

宇宙、AI、量子コンピューティング、ナノテクノロジーの融合は、今後も加速し、これ
までにないイノベーションを生み出すでしょう。微小重力研究の進展は、難病治療のた
めの新しい医薬品や再生医療技術の開発を推進し、人類の健康と福祉に多大な貢献をす
ることが期待されます。同時に、宇宙システムのサイバーセキュリティは、これらの技
術がもたらす便益を安全に享受するために不可欠な要素となります。政府、産業界、学
術界は協力して、宇宙空間におけるレジリエントなインフラと堅牢なセキュリティフレ
ームワークを構築し、この「指数関数的技術の瞬間」がもたらす潜在能力を最大限に引
き出す必要があります。国際的な協力も、宇宙空間の安全と安定を確保する上で重要な
役割を果たすでしょう。

元記事: https://www.forbes.com/sites/chuckbrooks/2026/07/29/spaces-exponential-tech-moment-and-

the-need-to-secure-it/

収集日: 2026年07月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.forbes.com/sites/chuckbrooks/2026/07/29/spaces-exponential-tech-moment-and-the-need-to-secure-it/
https://www.forbes.com/sites/chuckbrooks/2026/07/29/spaces-exponential-tech-moment-and-the-need-to-secure-it/


#17 欧州食品安全機関（EFSA）がリスク評価に「新アプ
ローチ手法（NAMs）」を統合、動物実験代替へ移行加速

概要

欧州食品安全機関（EFSA）は2026年、リスク評価に新しいアプローチ手法（NAMs）
を統合するための内部諮問グループを設立し、化学物質の安全性評価における非動物
実験への移行を加速しています。この取り組みは、工業用化学物質、医薬品、食品添

加物を含む動物実験の段階的廃止に向けたEUロードマップと完全に一致しています。
NAMsは、ナノ材料、ナノ粒子、および様々な毒性に関する化学物質リスク評価を改
善するために積極的に探求されており、効率的かつ倫理的な安全性評価の未来を形成

します。

公開日 2026年07月24日  EFSA (European Food Safety Authority)  欧州連合



詳細

主要成果

欧州食品安全機関（EFSA）は2026年、化学物質のリスク評価プロセスに「新アプロー
チ手法（NAMs）」を統合するための内部諮問グループを設立しました。この戦略的な
動きは、動物実験に依存しない安全性評価への移行を加速させるEUの広範な目標と合致
しており、工業用化学物質、医薬品、食品添加物など、多岐にわたる製品の安全性評価
を対象としています。特にナノ材料やナノ粒子に関するリスク評価の改善において、
NAMsが果たす役割が強調されています。

技術・臨床詳細

新アプローチ手法（NAMs）は、従来の動物実験に代わる一連の先進的な評価ツールと
戦略を指します。これには、in vitro（試験管内）試験、計算毒性学（in silicoモデリン
グ）、ハイスループットスクリーニング（HTS）、オミクス技術（ゲノミクス、プロテ
オミクスなど）などが含まれます。これらの技術を組み合わせることで、化学物質が細
胞や生体システムに与える影響を分子レベルで理解し、ヒトの健康への潜在的なリスク
を予測することが可能になります。

ナノ材料やナノ粒子の場合、その独特な物理化学的特性（サイズ、形状、表面積、表面
電荷など）が毒性発現メカニズムに大きく影響するため、従来の化学物質とは異なる評
価手法が必要です。EFSAは、NAMsを活用して、ナノ材料が細胞にどのように取り込ま
れ、どのような細胞内経路に影響を与え、遺伝毒性や炎症反応、酸化ストレスなどを引
き起こすかを詳細に評価することを目指しています。これにより、動物実験を行うこと
なく、ナノ材料の安全性プロファイルをより包括的かつ効率的に確立できると期待され
ています。EFSAの諮問グループは、これらのNAMsの科学的妥当性を評価し、規制上の
意思決定プロセスへの統合に関するガイダンスを開発することで、動物実験の段階的廃
止というEUの目標達成に貢献します。



背景・業界文脈

EUは、動物の倫理的扱いに対する社会的な意識の高まりと、科学技術の進歩を背景に、
化粧品や工業用化学物質の安全性評価における動物実験の段階的廃止を積極的に推進し
てきました。欧州委員会は「化学物質の持続可能性戦略」の一環として、リスク評価に
おけるNAMsの使用を奨励しており、EFSAの取り組みはこの戦略と密接に連携していま
す。ナノテクノロジーの急速な発展は、食品、医療、電子機器など様々な分野で革新的
な製品を生み出していますが、その一方で、ナノ材料の安全性に関する科学的データと
規制の明確性が求められています。EFSAによるNAMsの統合は、科学的厳密性を維持し
つつ、倫理的要請に応え、産業界のイノベーションをサポートするための重要なステッ
プです。

今後の展望

EFSAのNAMs統合に向けた取り組みは、化学物質およびナノ材料の安全性評価における
グローバルスタンダードを設定する可能性を秘めています。今後、NAMsの適用範囲は
さらに拡大し、より多様な化学物質や複雑な材料の評価に活用されるでしょう。課題と
しては、異なるNAMsからのデータの統合、得られた知見のヒト健康リスクへの外挿、
および国際的な規制当局との調和が挙げられます。EFSAは、研究機関、産業界、および
他の規制機関との連携を強化し、NAMsの信頼性と実用性を高めることで、動物実験を
大幅に削減しつつ、消費者の安全をより確実に保護する未来を目指します。これによ
り、持続可能で倫理的な科学に基づく意思決定が促進されることが期待されます。

元記事: https://www.efsa.europa.eu/en/topics/new-approach-methodologies-nams

収集日: 2026年07月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.efsa.europa.eu/en/topics/new-approach-methodologies-nams


#18 nano tech 2026が東京で開催、ナノテクノロジーの
社会実装と未来技術イノベーションを推進

概要

第26回国際ナノテクノロジー総合展・技術会議「nano tech 2026」が、2026年12月16

日から18日まで東京ビッグサイトで開催されます。本イベントは、ナノテクノロジー
を基盤とする革新的な材料と次世代デバイスを集結させ、その社会実装を通じて未来

技術のイノベーションを推進することを目的としています。NIMSやQST、東レ、JEOL

といった主要な研究機関や企業が実行委員会に名を連ね、日本のナノテクノロジー分
野における産学連携と国際競争力強化に貢献します。

公開日 2026-07  nano tech (実行委員会)  日本



詳細

主要成果

第26回国際ナノテクノロジー総合展・技術会議「nano tech 2026」が、2026年12月16日
から18日の3日間、東京ビッグサイトにて開催されることが発表されました。この国際
イベントは、ナノテクノロジーを基盤とした革新的な材料と次世代デバイスの社会実装
を加速させ、未来技術の創造と産業革新を推進することを主要な目的としています。日
本が誇るナノテクノロジーの最前線が一堂に会する場となります。

技術・臨床詳細

「nano tech 2026」は、「Bridge to Future Business: Innovating Nanotechnology（未来
ビジネスへの橋渡し：ナノテクノロジーによるイノベーション）」をテーマに掲げ、ナ
ノ材料、ナノバイオ、ナノ加工、ナノ計測、AI・シミュレーションといった多岐にわた
るナノテクノロジー関連技術が展示されます。具体的には、高性能複合材料、フレキシ
ブルエレクトロニクス、高効率エネルギー変換材料、精密医療・診断デバイス、環境浄
化技術など、最新の研究成果や製品が紹介される予定です。

本イベントは、単なる展示会に留まらず、ナノテクノロジー分野の国際的な専門家、研
究者、ビジネスリーダーが一堂に会し、技術交流、ビジネス協業の機会を創出する技術
会議も併催されます。業界のトレンド、市場動向、最新の応用事例に関する議論が活発
に行われ、参加者にとって貴重な情報共有とネットワーキングの場となるでしょう。ま
た、スタートアップ企業から大手企業、公的研究機関まで、幅広い組織が参加し、最先
端技術のデモンストレーションやプレゼンテーションを通じて、新たなビジネスチャン
スの探索が期待されます。



背景・業界文脈

ナノテクノロジーは、21世紀の主要な革新技術の一つであり、あらゆる産業分野に変革
をもたらす可能性を秘めています。日本は、ナノ材料科学、電子デバイス、バイオテク
ノロジーなどの分野で世界をリードする研究開発能力を有しており、この「nano

tech」イベントは、日本の技術力を世界に発信し、国際的な産学連携を促進する重要な
プラットフォームです。実行委員会には、国立研究開発法人物質・材料研究機構
（NIMS）や国立研究開発法人量子科学技術研究開発機構（QST）といった国の主要研
究機関、さらに東レやJEOLなどの日本の代表的な企業から主要人物が参画しており、こ
のイベントが日本の産業競争力強化に果たす役割の大きさを物語っています。グローバ
ルな技術競争が激化する中で、このような国際的なイベントは、技術革新の加速、新た
な市場の開拓、そして持続可能な社会の実現に向けた課題解決に不可欠です。

今後の展望

「nano tech 2026」は、ナノテクノロジーの未来を展望し、研究開発の方向性を定め、
新たなビジネスモデルを創造するための重要な機会を提供します。イベントを通じて生
まれる新たなパートナーシップや共同研究は、ナノテクノロジーの実用化をさらに推進
し、次世代産業の創出に貢献するでしょう。特に、AIやIoT、量子技術との融合は、ナ
ノテクノロジーの応用範囲を飛躍的に拡大させることが期待されます。日本は、このイ
ベントを核として、ナノテクノロジー分野における国際的なリーダーシップを確立し、
世界的なイノベーションエコシステムの一員としての存在感を高めていく方針です。持
続可能な社会の実現に向けたエネルギー、環境、医療などのグローバル課題に対し、ナ
ノテクノロジーが提供するソリューションが世界中で広く活用される未来が期待されま
す。

元記事: https://www.nanotechexpo.jp/en/outline2026dec.html

収集日: 2026年07月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.nanotechexpo.jp/en/outline2026dec.html


#19 ExosensがEmberion買収で売上15.3%増、量子ドット
イメージング技術を獲得し先進イメージング分野での地位
を強化

概要

Exosens社は2026年上半期に売上高を前年比15.3%増加させ、特に防衛イメージングと

暗視ソリューションの需要が牽引しました。この好業績を背景に、同社は2026年4月
24日に量子ドットイメージング技術に特化したEmberion社を買収し、先進イメージン
グ分野での地位を一層強化しました。この買収により、量子ドットベースの短波長赤

外線（SWIR）センサーが製品ポートフォリオに加わり、高解像度の防衛、監視、およ
び半導体検査などの産業用制御アプリケーションにおける新たな成長機会を創出しま
す。

公開日 2026年07月28日  Exosens  フランス



詳細

主要成果

Exosens社は、2026年上半期に売上高を前年比15.3%増加させる堅調な業績を発表しま
した。この成長は主に防衛イメージングと暗視ソリューションにおける強い需要によっ
て牽引されたものです。この勢いの中、Exosens社は2026年4月24日に、量子ドットイ
メージング技術を専門とするEmberion社を買収し、先進イメージング分野における同社
の市場ポジションを戦略的に強化しました。

技術・臨床詳細

Emberion社の買収により、Exosens社は特に短波長赤外線（SWIR）センサー技術におい
て、量子ドット（QD）ベースの革新的なソリューションを獲得しました。SWIRセンサ
ーは、可視光では見えない環境条件（例:霧、煙、夜間）下でも鮮明な画像を提供できる
ため、防衛、監視、産業検査など、幅広い用途で非常に価値が高いとされています。従
来のSWIRセンサーは高価で製造が複雑でしたが、Emberion社の量子ドット技術は、よ
りコスト効率が高く、高性能なSWIRセンサーの製造を可能にします。

量子ドットベースのSWIRセンサーは、その調整可能な吸収波長と高い量子効率によ
り、高解像度かつ低ノイズの画像取得を実現します。これにより、例えば防衛用途で
は、敵対的な環境下での正確なターゲット識別能力が向上し、監視アプリケーションで
は、昼夜を問わない継続的なモニタリングが可能になります。また、半導体検査におい
ては、シリコンウェハーを透過して内部欠陥を検出できるため、製造プロセスの品質管
理と歩留まり向上に大きく貢献します。この技術の統合は、Exosens社が提供するイメ
ージングソリューションの多様性と性能を飛躍的に向上させ、顧客に対してより広範な
選択肢と優れた価値を提供します。



背景・業界文脈

防衛およびセキュリティ市場は、地政学的な緊張と技術的優位性の追求により、先進的
なイメージングおよびセンサーソリューションへの需要が継続的に高まっています。ま
た、産業用制御分野、特に半導体製造のような高精度が求められる領域では、生産効率
と品質を保証するための革新的な検査技術が不可欠です。Exosens社は、これらの市場
で長年の経験と確固たる地位を築いてきましたが、Emberion社の買収は、同社が将来の
成長市場に対応し、技術リーダーシップを維持するための戦略的な投資です。量子ドッ
ト技術は、その独特な光電子特性により、次世代イメージング技術の中核をなすと考え
られており、今回の買収はExosens社がこの技術トレンドの最前線に立つことを意味し
ます。

今後の展望

Exosens社によるEmberion社の買収は、同社の成長戦略における重要なマイルストーン
です。今後、Exosens社はEmberion社の量子ドット技術を自社の既存製品ポートフォリ
オと統合し、新たなSWIRセンサー製品ラインを迅速に市場投入することを目指すでし
ょう。これにより、防衛、監視、産業用制御といった主要市場でのシェア拡大と、新た
なアプリケーション領域への参入が期待されます。特に、量子ドット技術の成熟と製造
コストの低減が進めば、SWIRセンサーはより幅広い商業用途にも普及し、Exosens社の
長期的な収益成長に貢献する可能性があります。この買収は、先進イメージング技術の
未来を形作り、多くの産業に変革をもたらす可能性を秘めています。

元記事: https://www.exosens.com/news/h1-2026-exosens-results

収集日: 2026年07月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.exosens.com/news/h1-2026-exosens-results


#20 MMU Pressの研究がTiO2ナノワイヤーで湖水および
大腸菌の99.9%除去を達成、持続可能な水処理に貢献

概要

MMU Pressに掲載された研究は、光触媒チタンジオキシド（TiO2）ナノワイヤーが、

農業および工業廃水処理、特に湖水の浄化と大腸菌除去において極めて高い効果を示
すことを実証しました。この技術は、UV照射下でTiO2ナノ粒子や単独のサンプルと比

較して、最大99.9%の汚染物質除去効率と著しい抗菌活性を達成しています。本技術
は、SDG 6（清潔な水と衛生）の達成を支援することで、持続可能な水処理ソリュー
ションに大きく貢献します。

公開日 2026年07月30日  MMU Press (International Journal on Robotics, Automation and

Sciences)  マレーシア



詳細

主要成果

マレーシアのMMU Pressに掲載された最新の研究は、光触媒チタンジオキシド（TiO2）
ナノワイヤーが、湖水の浄化と大腸菌除去において画期的な効率を達成したことを示し
ました。UV照射下での実験で、このTiO2ナノワイヤーは、従来のTiO2ナノ粒子や単独
サンプルと比較して、最大99.9%の汚染物質除去効率と顕著な抗菌活性を発揮し、持続
可能な水処理技術として大きな可能性を秘めています。

技術・臨床詳細

研究チームは、チタンジオキシドをナノワイヤー構造に加工することで、その光触媒活
性を大幅に向上させました。TiO2は、紫外線を吸収すると電子と正孔を生成し、これら
のキャリアが水中の有機汚染物質を分解したり、微生物の細胞壁を損傷させたりする活
性酸素種を生成する性質があります。ナノワイヤー構造は、高い表面積対体積比を提供
し、光吸収効率と触媒反応サイトの数を最大化します。これにより、光触媒反応がより
効率的に進行し、汚染物質の分解速度が加速されます。

実験では、湖水サンプルおよび大腸菌汚染サンプルにTiO2ナノワイヤーを添加し、UV

照射下で処理を行いました。その結果、TiO2ナノワイヤーを使用したシステムは、同じ
条件下のTiO2ナノ粒子やUV単独照射のシステムと比較して、汚染物質の除去効率にお
いて顕著な優位性を示しました。具体的には、総有機炭素（TOC）や特定汚染物質の濃
度が最大99.9%減少しました。また、大腸菌に対する抗菌活性も劇的に向上し、ほぼ完
全に細菌を除去できることが確認されました。これは、ナノワイヤーの優れた触媒活性
と、細菌細胞への物理的・化学的損傷能力の組み合わせによるものです。

この技術は、農業および工業廃水に含まれる様々な有機汚染物質や病原菌の除去にも応
用可能であり、湖沼の富栄養化問題や、水媒介性疾患のリスクを低減する上で非常に有
望です。



背景・業界文脈

世界の多くの地域で、安全な飲料水の不足と水質汚染は深刻な課題であり、国連の持続
可能な開発目標（SDGs）の目標6「安全な水とトイレを世界中に」の達成に向けた技術
革新が強く求められています。従来の水処理技術は、高コスト、処理効率の限界、二次
汚染物質の発生といった課題を抱えていました。ナノテクノロジー、特に光触媒ナノ材
料は、これらの課題に対する費用対効果が高く、環境に優しい解決策として大きな期待
が寄せられています。TiO2は、その化学的安定性、非毒性、および強力な酸化能力か
ら、水処理用光触媒として長らく研究されてきましたが、今回のナノワイヤー構造化に
より、その性能が飛躍的に向上したことは、この分野における重要なマイルストーンで
す。

今後の展望

本研究で実証されたTiO2ナノワイヤー技術は、持続可能な水処理の未来を大きく変える
可能性を秘めています。今後、研究はナノワイヤーの製造コストの削減、大規模生産技
術の確立、および様々な水質条件に対する最適化に焦点が当てられるでしょう。また、
太陽光利用効率のさらなる向上や、他の汚染物質に対する除去性能の評価も重要な研究
課題となります。この技術が実用化されれば、地域社会の飲料水供給の安全性向上、農
業用水の再利用、工業廃水の環境負荷低減に大きく貢献し、地球規模での水資源問題解
決への道を開くことが期待されます。国際的な協力と政策支援も、その普及を加速させ
る上で不可欠となるでしょう。

元記事: https://journals.mmupress.com/index.php/ijoras/article/view/2766

収集日: 2026年07月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://journals.mmupress.com/index.php/ijoras/article/view/2766


#21 カナダOHS専門家向け：2026年にはバイオテクノロ
ジーとナノテクノロジーの危険性を「システム的な職場安
全上の懸念」として対処すべき

概要

Canadian Occupational Safety (COS)は、カナダの労働安全衛生（OHS）専門家に対

し、2026年にはバイオテクノロジーとナノテクノロジーがもたらす危険性を、単なる
ニッチな問題ではなく「システム的な職場安全上の懸念」として捉え、対処するよう
助言しています。ナノ材料は、その形態（乾燥、浮遊、埋め込みなど）によって挙動

が異なり、役割に応じた訓練、明確な廃棄物処理、および曝露管理の検証が不可欠で
す。OHS委員会は、プロセス規模や材料形態の変化が新たな危険性評価を引き起こす
可能性を考慮すべきだと強調しています。

公開日 2026年07月28日  Canadian Occupational Safety (COS)  カナダ



詳細

主要成果

Canadian Occupational Safety (COS)は、カナダの労働安全衛生（OHS）専門家に向け
て、2026年以降、バイオテクノロジーとナノテクノロジーに起因する危険性を、従来の
「ニッチな問題」としてではなく、「システム的な職場安全上の懸念」として認識し、
積極的に対応するよう促しています。この提言は、ナノ材料の多様な挙動と、それに対
応する包括的な安全管理の必要性を浮き彫りにしています。

技術・臨床詳細

ナノ材料は、その非常に小さなサイズ（1～100ナノメートル）と高い表面積対体積比に
より、従来のバルク材料とは異なる独特の物理的、化学的、生物学的特性を示します。
これらの特性は、産業、医療、エネルギー分野で革新的な応用を可能にする一方で、ヒ
トの健康と環境に対する新たな潜在的リスクをもたらします。特に、ナノ材料の形態
（例えば、乾燥粉末、液体中に浮遊する懸濁液、または複合材料に埋め込まれた状態）
によって、その毒性、生体内での挙動、および曝露経路が大きく異なる可能性がありま
す。

COSの記事は、OHS専門家に対し、ナノ材料を取り扱う職場における安全対策として、
以下の具体的な要素を導入することを推奨しています。

役割に応じた訓練（Role-specific training）：ナノ材料の物理化学的特性、潜在的な
危険性、適切な取り扱い方法、個人用保護具（PPE）の使用方法について、各従業員
の役割と曝露レベルに応じた専門的な訓練を提供すること。

明確な廃棄物処理プロトコル（Clear waste disposal protocols）：ナノ材料を含む
廃棄物の収集、保管、輸送、処理に関する明確な手順を確立し、環境への放出を防
ぎ、作業員の曝露を最小限に抑えること。

曝露管理の検証（Verification of exposure controls）：局所排気装置（LEV）、換気
システム、アイソレーターなどの工学的管理策が効果的に機能しているか、定期的な
モニタリングと検証を通じて確認すること。



また、OHS委員会は、製造プロセスの規模が拡大したり、ナノ材料の形態が変更された
りする際には、新たな危険性評価を速やかに実施し、既存の安全プロトコルを見直す必
要があると指摘しています。これは、ナノテクノロジーが急速に進化する分野であり、
新たな材料や応用が常に登場するため、リスク評価も動的なプロセスであるべきだとい
う認識に基づいています。

背景・業界文脈

バイオテクノロジーとナノテクノロジーは、製薬、診断、材料科学、電子工学など、多
くの産業分野で革新を推進していますが、これらの技術の導入は、新たな職場安全上の
課題を生み出しています。特に、ナノ材料のヒト健康への長期的な影響については、ま
だ十分に解明されていない側面が多く、予防原則に基づくアプローチが不可欠です。カ
ナダを含む多くの国々で、ナノ材料の規制枠組みはまだ発展途上にあり、OHS専門家
は、既存の規制ガイドラインと最新の科学的知見を統合して、 proactive なリスク管理
を行う責任を負っています。このCOSの警告は、業界がこれらの新興技術の安全な導入
と運用を確保するための重要な指針となります。

今後の展望

今後、OHS分野では、バイオテクノロジーとナノテクノロジーに関する専門知識を持つ
人材の育成が加速するでしょう。また、ナノ材料の毒性に関する国際的な研究協力が進
み、より標準化されたリスク評価手法と安全管理ガイドラインが確立されることが期待
されます。ウェアラブルセンサー技術の進化は、作業員のナノ材料曝露をリアルタイム
でモニタリングし、早期警告システムを提供する可能性を秘めています。最終的には、
技術革新と労働安全衛生のバランスを取りながら、ナノテクノロジーがもたらす恩恵を
社会が安全に享受できるような、堅牢な規制環境と安全文化の構築が求められます。カ
ナダのOHS専門家は、この変革期において、重要な役割を担うことになります。

元記事: https://ohsinsider.com/emerging-biotechnology-and-nanotech-hazards-canadian-ohs-

professionals-should-watch-in-2026/

収集日: 2026年07月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://ohsinsider.com/emerging-biotechnology-and-nanotech-hazards-canadian-ohs-professionals-should-watch-in-2026/
https://ohsinsider.com/emerging-biotechnology-and-nanotech-hazards-canadian-ohs-professionals-should-watch-in-2026/


#22 チェコCXI TULの研究者がMBR/MBBRにナノファイ
バーコアビーズを統合しアンモニア態窒素除去を強化、水
処理に革新

概要

チェコのCXI TUL Karel Havlíček氏らが共同研究したHYMNAプロジェクトは、膜分離活

性汚泥法（MBR）と移動床バイオフィルムリアクター（MBBR）の廃水処理技術にナ
ノファイバーバイオマスキャリアを統合し、アンモニア態窒素除去を大幅に強化する
ことを目指しています。このハイブリッドシステムは、モジュール式の廃水処理と水

質浄化の改善を目的とし、水生環境に有害な窒素化合物の問題に対処する実用的なア
プローチを実証しています。この革新的な技術は、測定可能な結果とともに、実際の
応用に向けた大きな可能性を秘めています。

公開日 2026年07月31日  LabRulez LCMS (CXI TULのオリジナル記事より)  チェコ



詳細

主要成果

チェコ共和国のCXI TULに所属するKarel Havlíček氏らの研究チームが主導するHYMNAプ
ロジェクトは、廃水処理技術に革命をもたらす可能性を秘めた、ナノファイバーバイオ
マスキャリアとMBR（膜分離活性汚泥法）およびMBBR（移動床バイオフィルムリアク
ター）を統合したハイブリッドシステムを開発しました。このシステムは、特に廃水中
のアンモニア態窒素除去効率を大幅に向上させることを目的とし、水生環境に有害な窒
素化合物の問題に対する効果的な解決策を実証しています。

技術・臨床詳細

このHYMNAプロジェクトで開発されたハイブリッド廃水処理システムは、MBRと
MBBRの利点を組み合わせ、さらにナノファイバー技術を導入することでその性能を最
適化しています。MBRは、精密な膜ろ過により高品位な処理水を得られる利点がありま
すが、膜の汚染（ファウリング）が課題となることがあります。一方、MBBRは、バイ
オキャリアに微生物を付着させることで高効率な生物処理を可能にしますが、キャリア
の維持管理が必要となる場合があります。

本システムにおける最大の革新は、ナノファイバーバイオマスキャリアの導入です。ナ
ノファイバーは、その高い比表面積と多孔性により、微生物が付着・増殖するための理
想的な環境を提供します。これにより、微生物の活性層が効率的に形成され、アンモニ
ア態窒素から硝酸態窒素への硝化プロセス、そしてさらに窒素ガスへの脱窒プロセスが
加速されます。ナノファイバーが微生物を物理的に保護するため、より安定したバイオ
フィルム形成と高い生物処理能力が期待できます。この「ナノファイバーコアビーズ」
は、既存のMBR/MBBRシステムに容易に組み込むことができるモジュール式の設計とな
っており、アップグレードや導入の柔軟性が高いのが特徴です。

実験結果では、このハイブリッドシステムが、従来のMBRまたはMBBR単独システムと
比較して、アンモニア態窒素の除去効率を著しく向上させることが実証されました。具
体的な除去率の数値はレポートに明記されていませんが、Havlíček氏は「測定可能な結
果」と「実際の応用に向けた大きな可能性」を強調しており、従来のシステムに比べて
高い性能を発揮していることが示唆されます。これにより、排水中の窒素負荷を大幅に
低減し、公共水域への環境影響を最小限に抑えることが可能になります。



背景・業界文脈

世界的な人口増加と工業化の進展に伴い、廃水中の窒素化合物（アンモニア態窒素、硝
酸態窒素など）による水質汚染は深刻な問題となっています。これらの窒素化合物は、
富栄養化を引き起こし、水生生態系に壊滅的な影響を与える可能性があります。そのた
め、廃水処理施設には、より厳格な窒素除去基準の達成が求められており、高効率かつ
持続可能な水処理技術の開発が喫緊の課題となっています。ナノテクノロジー、特にナ
ノファイバー材料は、そのユニークな物理化学的特性から、水処理分野における革新的
なソリューションとして大きな注目を集めています。MBRとMBBRは既に広く利用され
ている技術ですが、ナノファイバーの統合は、その性能を次のレベルへと引き上げるも
のです。

今後の展望

HYMNAプロジェクトによって実証されたナノファイバーコアビーズを統合したハイブ
リッドシステムは、廃水処理分野における画期的な進歩を示しています。今後、研究チ
ームは、この技術の長期的な運用安定性、コスト効率、および大規模な廃水処理施設へ
のスケーラビリティに関する研究をさらに進めるでしょう。また、アンモニア態窒素以
外の微量汚染物質（医薬品、PFCsなど）の除去効率に関する評価も重要な焦点となる可
能性があります。このモジュール式アプローチは、特に分散型廃水処理システムや、既
存施設の部分的なアップグレードにおいて大きな価値を提供するでしょう。この技術が
広く普及すれば、清潔な水資源の保全に大きく貢献し、持続可能な社会の実現に向けた
重要な一歩となることが期待されます。

元記事: https://lcms.labrulez.com/article/7675

収集日: 2026年07月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://lcms.labrulez.com/article/7675


#23 IBMとQedmaが量子エラー低減ソフトウェアQESEM
で74量子ビットシステムでの物理モデリングの「量子アド
バンテージ」を実証

概要

Qedma Quantum ComputingとIBMは、量子エラー低減ソフトウェアにおける画期的な

進歩を発表し、古典的なシミュレーション能力を超える物理モデリングにおける「量
子アドバンテージ」を実証しました。彼らのQESEMソフトウェアはIBM量子コンピュ
ータ上で実行され、スーパーコンピューティングリソースで検証された結果、最大74

量子ビットのシステムにおける複雑な量子ダイナミクスを極めて正確に解決すること
に成功しました。これは、市販のハードウェアとソフトウェアを用いて、信頼できる
量子計算で超高速光電子工学などの先進材料探索を達成した初めての事例となりま

す。

公開日 2026年07月30日  PR Newswire  アメリカ



詳細

主要成果

Qedma Quantum ComputingとIBMは、量子エラー低減ソフトウェアにおける画期的な
進歩を発表し、古典的なシミュレーションの限界を超える物理モデリングにおける「量
子アドバンテージ」を実証しました。彼らが開発したQESEMソフトウェアは、IBM量子
コンピュータ上で実行され、最大74量子ビットのシステムにおける複雑な量子ダイナミ
クスを極めて正確に解決できることを、スーパーコンピューティングリソースとの比較
検証によって明らかにしました。この成果は、市販のハードウェアとソフトウェアで信
頼性の高い量子計算を達成し、超高速光電子工学といった先進材料の探索を可能にした
初の事例として、量子コンピューティング分野における重要なマイルストーンとなりま
す。

技術・臨床詳細

このブレークスルーの中心にあるのは、Qedmaの「QESEM」ソフトウェアです。
QESEMは、量子コンピュータの固有のノイズ（エラー）を効果的に軽減するための高度
なアルゴリズムと手法を統合しています。現在の量子コンピュータはまだエラー耐性が
ないため、エラー低減技術は、量子ハードウェアの潜在能力を最大限に引き出す上で不
可欠です。QESEMは、量子ビット数の増加に伴って指数関数的に複雑になる量子ダイナ
ミクスを、従来の古典コンピュータでは計算不可能な精度でモデル化することを可能に
しました。具体的には、最大74量子ビットのIBM量子コンピュータシステムを用いて、
超高速光電子工学に関連する材料の電子状態やダイナミクスをシミュレーションし、そ
の結果は従来のスーパーコンピュータによる検証で高い信頼性を持つことが確認されま
した。

この「量子アドバンテージ」の達成は、特定の計算タスクにおいて、量子コンピュータ
が既存の最も強力な古典コンピュータを凌駕する性能を示すことを意味します。今回の
ケースでは、それは複雑な材料の物理的挙動を、これまで不可能だったレベルで正確に
予測する能力です。これにより、研究者は、超高速光電子工学、超伝導材料、触媒作
用、新薬開発など、多岐にわたる分野で革新的な材料を設計・最適化するための新たな
ツールを手に入れることになります。特に、超高速光電子工学材料は、次世代の通信デ
バイスやセンサーの性能を飛躍的に向上させる可能性を秘めています。



背景・業界文脈

量子コンピューティングは、その膨大な計算能力により、材料科学、創薬、金融モデリ
ング、人工知能など、多くの産業に革命をもたらす可能性を秘めた技術として注目され
ています。しかし、量子コンピュータの実用化には、量子ビットの不安定性やエラーの
問題が大きな障壁となっていました。これまでの量子アドバンテージの実証は、主に特
定の数学的問題に限られていましたが、今回のQedmaとIBMの成果は、実際に産業応用
に関連する物理モデリングにおいて、市販のハードウェアとソフトウェアでこれを達成
したという点で、画期的な意味を持ちます。

この進展は、量子コンピューティングが研究室レベルの実験から、現実世界の課題解決
に向けた実用的なツールへと移行していることを示しています。企業は、量子コンピュ
ータを活用して、従来のアプローチでは見つけられなかった新しい材料や分子構造を発
見し、競争優位性を確立することを目指しています。IBMは量子コンピューティング分
野のリーダーであり、Qedmaのような専門企業との提携を通じて、エコシステムの拡大
と技術の商業化を加速しています。

今後の展望

QedmaとIBMによるこの成果は、量子エラー低減技術の重要性を再確認させ、量子コン
ピューティングの商業化をさらに加速させるでしょう。今後、エラー低減技術はさらに
進化し、より多くの量子ビットを持つシステムで、より複雑な現実世界の問題を解決す
るための信頼性の高い量子計算が可能になると期待されます。特に、先進材料探索の分
野では、これまで推測に頼っていた部分が量子シミュレーションによって補完され、新
材料開発のサイクルが大幅に短縮される可能性があります。これにより、超高速通信、
高効率エネルギーデバイス、革新的な医薬品など、社会に大きな影響を与える技術の実
現が加速するでしょう。このブレークスルーは、量子コンピューティングがもはや遠い
未来の技術ではなく、今日から具体的な価値を生み出し始める段階にあることを明確に
示しています。

元記事: https://www.prnewswire.com/news-releases/ibm-and-qedma-demonstrate-quantum-

advantage-modeling-physics-beyond-classical-capabilities-through-trusted-quantum-computation-

302838413.html

収集日: 2026年07月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.prnewswire.com/news-releases/ibm-and-qedma-demonstrate-quantum-advantage-modeling-physics-beyond-classical-capabilities-through-trusted-quantum-computation-302838413.html
https://www.prnewswire.com/news-releases/ibm-and-qedma-demonstrate-quantum-advantage-modeling-physics-beyond-classical-capabilities-through-trusted-quantum-computation-302838413.html
https://www.prnewswire.com/news-releases/ibm-and-qedma-demonstrate-quantum-advantage-modeling-physics-beyond-classical-capabilities-through-trusted-quantum-computation-302838413.html


#24 VIVOLTAがEC-CLIエレクトロスピニングマシンでナノ
ファイバー生産を革新、ろ過、エネルギー貯蔵、スマート
テキスタイル、農業へ応用

概要

VIVOLTAは、同社のEC-CLIエレクトロスピニングマシンが、ろ過、エネルギー貯蔵、ス

マートテキスタイル、農業など多岐にわたる分野でナノファイバー生産を革新してい
ることを強調しています。この技術は、特に生分解性ナノファイバー種子コーティン
グにおいて、栄養素や作物保護剤の徐放プロファイルと生分解速度の精密な制御を可

能にします。VIVOLTAは、研究者が再現性のある結果をより迅速に達成できるよう、
持続的なプロセス課題を解決することを目指し、ナノファイバー技術の広範な実用化
を推進しています。

公開日 2026  VIVOLTA  オランダ



詳細

主要成果

VIVOLTA社は、同社のEC-CLIエレクトロスピニングマシンが、ろ過、エネルギー貯蔵、
スマートテキスタイル、農業といった多岐にわたる産業分野においてナノファイバー生
産を革新していることを明らかにしました。この技術は、特に農業分野における生分解
性ナノファイバー種子コーティングにおいて、栄養素や作物保護剤の徐放プロファイル
および生分解速度の精密な制御を実現し、持続可能な農業実践に大きく貢献する可能性
を秘めています。

技術・臨床詳細

VIVOLTAのEC-CLIエレクトロスピニングマシンは、ポリマー溶液を高電圧下で電界紡糸
することで、極細のナノファイバーを連続的に製造します。このプロセスにより、数ナ
ノメートルから数百ナノメートルの直径を持つ、高い表面積対体積比と優れた機械的特
性を持つナノファイバーマットや膜を形成できます。このマシンの特徴は、プロセスパ
ラメータの精密な制御能力にあり、これにより異なるポリマー材料や複合材料から、特
定の用途に合わせた構造と特性を持つナノファイバーを再現性高く製造することが可能
です。

具体的な応用分野において、EC-CLIは以下のような革新を提供します。

ろ過：非常に微細な孔径を持つナノファイバー膜は、空気や水の高度なろ過システム
に利用され、微粒子、細菌、ウイルスなどを高効率で捕捉します。これにより、医療
用マスク、空気清浄機、水処理フィルターの性能が向上します。

エネルギー貯蔵：高表面積のナノファイバーは、リチウムイオン電池のセパレーター
や電極材料、スーパーキャパシタの活性材料として利用され、エネルギー密度、充電
速度、サイクル寿命の向上に貢献します。

スマートテキスタイル：導電性、センサー機能、あるいは薬剤放出機能を持つナノフ
ァイバーを布地に組み込むことで、ウェアラブルセンサー、医療用テキスタイル、ス
マート衣料品などが開発されます。



農業：特に注目されるのが、生分解性ポリマーから製造されるナノファイバー種子コ
ーティングです。このコーティングは、種子に栄養素、水分、作物保護剤を徐々に放
出する機能を持たせることができ、発芽率の向上、病害虫からの保護、水資源の節約
に貢献します。放出プロファイルと生分解速度を精密に制御できるため、作物の成長
段階に合わせた最適な供給が可能です。

VIVOLTAは、研究者がより迅速に再現性のある結果を達成できるよう、持続的なプロセ
ス課題（例：均一なファイバー径の制御、スケールアップの容易さ）の解決に注力して
おり、ナノファイバー技術の広範な実用化を推進しています。

背景・業界文脈

ナノファイバー技術は、その多機能性と多様な材料適用性から、様々な産業分野で注目
を集めています。特に、環境問題、エネルギー危機、食料安全保障といったグローバル
な課題に対応するための持続可能なソリューションへの需要が高まる中で、ナノファイ
バーの役割はますます重要になっています。エレクトロスピニングは、ナノファイバー
を製造するための最も一般的かつ多用途な方法の一つであり、その技術的成熟度と応用
可能性は年々拡大しています。VIVOLTAのような企業が提供する先進的なエレクトロス
ピニングマシンは、研究開発から産業応用への橋渡しを加速する上で不可欠です。

今後の展望

VIVOLTAのEC-CLIエレクトロスピニングマシンによるナノファイバー生産技術は、今後
もさらなる進化を遂げるでしょう。特に、プロセス自動化の向上、新しいポリマーおよ
び複合材料の開拓、そしてより複雑な多層構造や機能性ナノファイバーの開発に焦点が
当てられると予想されます。農業分野では、精密農業の進展と組み合わさり、ナノファ
イバーコーティングが作物の生産性向上と環境負荷低減に大きく貢献する可能性を秘め
ています。また、医療分野では、組織工学足場や薬物送達システムとしての応用がさら
に深化するでしょう。VIVOLTAは、これらの技術革新を通じて、持続可能な社会の実現
と各産業分野の競争力強化に貢献することを目指しています。国際的な規制や標準化の
進展も、ナノファイバー技術の広範な採用を後押しする重要な要因となります。

元記事: https://www.vivolta.com/electrospinning-machine/applications/

収集日: 2026年07月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.vivolta.com/electrospinning-machine/applications/


#25 ドレクセル大学が柔らかく粘着性のある伸縮自在なハ
イドロゲルバイオセンサーを開発、多様な生体医療応用へ

概要

ドレクセル大学の研究者らは、形状とサイズを調整可能な、柔らかく、粘着性があ
り、伸縮性のあるハイドロゲルバイオセンサーを開発しました。この革新は、pH駆動
の化学メカニズムを持つポリマーと添加剤の混合物を調整することで実現され、体の

あらゆる部位に容易に適用可能です。これらのバイオセンサーは、多様な生物医学的
応用において設計の柔軟性と改善された生体接続性を提供し、次世代のウェアラブル
医療デバイスや診断ツールに貢献することが期待されます。

公開日 2026  Drexel University  アメリカ



詳細

主要成果

ドレクセル大学の研究チームは、形状とサイズを自在に調整できる、柔らかく、粘着性
があり、かつ伸縮性を持つハイドロゲルバイオセンサーの開発に成功しました。この画
期的な技術は、pH駆動の化学メカニズムに基づくポリマーと添加剤の独自の混合物を
最適化することによって実現され、人体のあらゆる部位に容易に装着できる柔軟性を持
ちます。これにより、次世代のウェアラブル医療デバイスや高度な診断ツールへの道が
開かれました。

技術・臨床詳細

開発されたハイドロゲルバイオセンサーは、ポリマーマトリックス内にナノ材料（例：
グラフェンやカーボンナノチューブ）を分散させることで、導電性とセンサー機能を付
与しています。ハイドロゲル自体の柔らかさと伸縮性は、ポリマー鎖間の架橋密度と、
親水性および疎水性セグメントの比率を慎重に設計することによって最適化されていま
す。特に「pH駆動の化学メカニズム」は、特定のpH条件に応答してハイドロゲルの構
造が変化し、粘着性や機械的特性、あるいはセンサーの感度が調整されることを意味し
ます。これにより、デバイスを皮膚などの生体組織に密着させやすく、かつ長時間安定
して機能させることが可能になります。

このバイオセンサーは、以下のような点で従来のセンサーを凌駕します。

優れた生体適合性：柔らかく、肌に優しいハイドロゲルベースであるため、長時間の
装着でも快適性が保たれ、皮膚への刺激が少ない。

高精度なデータ取得：身体の動きに追従して歪みが少なく、電極と皮膚の接触抵抗が
低いため、生体信号をノイズ少なく高精度に取得できる。

設計の柔軟性：形状とサイズを調整可能であるため、手首、胸部、関節など、身体の
様々な部位に適したセンサーを設計できる。

多機能性：生体分子（グルコース、乳酸など）、イオン（pH、電解質）、生理学的
パラメータ（心拍数、呼吸数、皮膚温度、発汗など）を同時にモニタリングできる統
合型センサーとしての可能性を持つ。

この技術は、患者の遠隔モニタリング、スポーツ科学におけるパフォーマンス分析、創
傷治癒の進行状況モニタリング、あるいは環境中の有害物質の検出など、多様な生物医
学的および非生物医学的応用への道を開きます。



背景・業界文脈

ウェアラブルヘルスケアデバイス市場は、高齢化社会の進展と個別化医療への需要増加
に伴い、急速に拡大しています。しかし、従来のウェアラブルセンサーは、剛性のある
電子部品や接着剤を使用することが多く、長時間の装着での不快感、皮膚刺激、あるい
は正確なデータ取得の課題を抱えていました。特に、皮膚とセンサー間の接触不良は、
信号品質に大きな影響を与える要因でした。ドレクセル大学の研究は、これらの課題を
根本的に解決するものであり、患者の負担を軽減しつつ、より信頼性の高い生体データ
を提供できる次世代のプラットフォームを提供します。グラフェンなどのナノ材料をハ
イドロゲルに統合する研究は世界中で進んでいますが、粘着性や形状調整可能性を両立
させた点が今回のブレークスルーの鍵です。

今後の展望

ドレクセル大学のこのハイドロゲルバイオセンサー技術は、今後、臨床試験や製品開発
へと進むことで、患者モニタリング、予防医療、創薬研究に大きな変革をもたらすでし
ょう。特に、連続的な生体データ取得が可能になることで、疾患の早期発見や治療効果
のリアルタイム評価がより正確に行えるようになります。将来的には、この技術をさら
に進化させ、無線通信機能、自己給電機能、さらにはアクチュエーション機能（例え
ば、薬剤放出）を統合した「スマートパッチ」のようなデバイスが実現される可能性も
あります。これにより、個別化医療の進展が加速し、人々の健康と生活の質の向上に大
きく貢献することが期待されます。商業化に向けた大規模生産技術の確立と、医療機器
としての規制承認が次の重要なステップとなるでしょう。

元記事: https://drexel.edu/news/archive/2026/July/breathable-graphene-hydrogel-biosensors

収集日: 2026年07月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://drexel.edu/news/archive/2026/July/breathable-graphene-hydrogel-biosensors


#26 2026年カブリ・ナノサイエンス賞、グラフェン層の
「ツイストロニクス」先駆者3氏に授与：新たな量子状態
の設計へ道開く

概要

2026年カブリ・ナノサイエンス賞が、Prof. Eva Y. Andrei、Prof. Pablo Jarillo-Herrero、

Prof. Allan H. MacDonaldの3氏に、グラフェン層を「ツイスト」することで電子特性が
劇的に変化する現象「ツイストロニクス」における先駆的な研究に対して授与されま
した。彼らの発見は、量子材料の理解と設計を変革し、原子層を正確にねじることで

新しい量子状態を設計する可能性を切り開きました。この分野は、未来の革新的な技
術の基礎を築くものとして大きな期待が寄せられています。

公開日 2026年07月23日  NTU Singapore (Institute of Advanced Studies)  シンガポール



詳細

主要成果

2026年カブリ・ナノサイエンス賞は、Prof. Eva Y. Andrei、Prof. Pablo Jarillo-Herrero、
Prof. Allan H. MacDonaldの3氏に、グラフェン層をわずかに「ツイスト」させることで
電子特性が劇的に変化する現象「ツイストロニクス」における画期的な研究に対して授
与されました。彼らの先駆的な発見は、量子材料の理解と設計に新たなパラダイムをも
たらし、原子層を精密にねじることでこれまでにない新しい量子状態を設計する可能性
を開拓しました。

技術・臨床詳細

「ツイストロニクス」とは、二層以上の原子的に薄い材料（特にグラフェン）を互いに
わずかにねじれた角度で積層する際に、そのねじれ角によって材料の電子特性が劇的に
変化する現象を指します。この分野は、Prof. Jarillo-Herreroらが2層グラフェンを特定の
「魔法の角度」（約1.1度）でねじることで、超伝導やモット絶縁体のような強相関電
子現象が室温近くで発現することを発見したことから始まりました。この発見は、単な
る材料の積層では得られない、全く新しい物性を引き出すことができることを示し、材
料科学界に衝撃を与えました。

Prof. Andreiは、走査型トンネル顕微鏡（STM）を用いて、ツイストしたグラフェン層の
電子構造を直接観察し、理論予測された「モアレ超格子」構造と電子状態を実験的に確
認する上で重要な貢献をしました。Prof. MacDonaldは、ツイストした2層グラフェンの
電子構造と強相関電子現象に関する理論的枠組みを構築し、魔法の角度での超伝導発現
メカニズムを解明しました。彼らの研究は、グラフェンだけでなく、他の二次元材料
（Transition Metal Dichalcogenides, TMDsなど）にもツイストロニクスの概念を拡張す
る道を開きました。

この技術の核心は、ナノスケールでの原子層の配置を精密に制御することによって、電
子の量子状態を「エンジニアリング」できる点にあります。これにより、従来の材料合
成や構造改質では不可能だった、超伝導、強磁性、トポロジカル絶縁体などのエキゾチ
ックな量子物性を人工的に設計・誘起することが可能となります。例えば、魔法の角度
グラフェンは、電子間の強い相互作用によって、室温超伝導の可能性を模索する新たな
プラットフォームを提供します。



背景・業界文脈

量子材料科学は、物理学と材料科学の最も活発な研究分野の一つであり、次世代の電子
デバイス、量子コンピューティング、エネルギー技術の基盤となる可能性を秘めていま
す。グラフェンは、その優れた電気的・機械的特性から「奇跡の材料」と称されてきま
したが、ツイストロニクスの発見は、この単なる二次元材料の限界を超え、新しい機能
性材料を創出する新たな設計原理を提供しました。この分野の発展は、世界中の研究機
関やハイテク企業からの多大な投資と関心を集めており、基礎科学におけるブレークス
ルーが、いかに急速に技術革新へとつながるかを示す典型的な例となっています。

今後の展望

カブリ・ナノサイエンス賞受賞者たちの研究は、ツイストロニクスの分野に計り知れな
い影響を与え、今後もその探求は深化するでしょう。将来的には、より複雑な多層構造
や、異なる種類の二次元材料を組み合わせたヘテロ構造におけるツイストロニクス効果
の解明が進むと予想されます。これにより、室温超伝導体、高効率な量子デバイス、あ
るいは新たな量子コンピューティングアーキテクチャの実現に向けた道筋が具体化され
る可能性があります。精密な原子層の制御技術、例えば原子層堆積（ALD）や分子線エ
ピタキシー（MBE）などの進展も、ツイストロニクス材料の高品質な製造と大規模応用
を加速させるでしょう。この分野の発展は、基礎科学の限界を押し広げると同時に、未
来の技術革新のフロンティアを切り開くものとして、今後数十年にわたる研究開発の強
力な推進力となることが期待されます。

元記事: https://www.ntu.edu.sg/ias/news-events/news/detail/the-twist-that-transformed-quantum-

materials--the-2026-kavli-prize-in-nanoscience

収集日: 2026年07月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.ntu.edu.sg/ias/news-events/news/detail/the-twist-that-transformed-quantum-materials--the-2026-kavli-prize-in-nanoscience
https://www.ntu.edu.sg/ias/news-events/news/detail/the-twist-that-transformed-quantum-materials--the-2026-kavli-prize-in-nanoscience


#27 FAPbBr3量子ドットの構造的非対称性を操作し、高性
能純緑色スピン偏極LED（スピンLED）が室温で実現

概要

『Nano Letters』に掲載された研究は、FAPbBr3ペロブスカイト量子ドットの構造的非
対称性を操作することで、高性能な純緑色スピン偏極発光ダイオード（スピンLED）が
室温で実現されたことを報告しています。このブレークスルーは、高いフォトルミネ

ッセンス量子収率とCISS効果（キラル誘起スピン選択性）を統合したキラルペロブス
カイトQDを利用し、放射再結合のためのスピン偏極キャリアを効率的に生成します。
この成果は、室温でのスピンLED技術を進化させ、将来の光電子工学における情報処理

とディスプレイ技術に大きな影響を与える可能性があります。

公開日 2026年07月30日  ACS Publications (Nano Letters)  グローバル



詳細

主要成果

『Nano Letters』誌に発表された画期的な研究は、FAPbBr3ペロブスカイト量子ドット
（QD）の構造的非対称性を精密に操作することにより、室温で動作する高性能な純緑
色スピン偏極発光ダイオード（スピンLED）の作成に成功したことを報告しています。
この革新的なアプローチは、高いフォトルミネッセンス量子収率とキラル誘起スピン選
択性（CISS）効果を組み合わせたキラルペロブスカイトQDを利用し、放射再結合プロ
セスにおいて効率的にスピン偏極キャリアを生成することを可能にしました。

技術・臨床詳細

この研究の核心は、FAPbBr3量子ドットのナノスケールでの構造的非対称性を制御する
技術にあります。FAPbBr3（ホルムアミジニウム鉛臭化物）は、優れた光学特性を持つ
ペロブスカイト材料の一種であり、量子ドット化することで、その発光スペクトルを調
整可能になります。研究チームは、キラルな有機リガンドを量子ドット表面に修飾する
ことで、量子ドット全体にキラルな構造的非対称性を誘起しました。このキラル構造が
CISS効果を引き起こし、電子が量子ドットを通過する際に、そのスピンの向きに応じて
異なる透過率を示すようになります。

このCISS効果と、ペロブスカイトQDの高いフォトルミネッセンス量子収率（光エネル
ギーを効率的に光に変換する能力）を組み合わせることで、スピン偏極した電子と正孔
が放射再結合する際に、非常に高い純度でスピン偏極した光を放出するスピンLEDが実
現しました。従来のLEDは、スピンの状態に関係なく光を放出するため、情報処理への
応用には限界がありました。しかし、スピンLEDは、光の偏光状態を通じて情報伝達を
行う「スピントロニクス」の原理を光電子デバイスに応用する可能性を秘めています。

この純緑色スピンLEDは、室温で安定して動作することが実証されており、これは実用
化に向けた大きな進歩です。スピン偏極率の具体的な数値は未公表ですが、高性能とい
う記述から、既存のスピンLEDと比較して高い性能を達成していることが示唆されま
す。これにより、エネルギー効率の高いディスプレイ、光通信、そして特に量子情報技
術における新たなブレークスルーが期待されます。



背景・業界文脈

スピントロニクスは、電子の電荷だけでなくスピンも情報媒体として利用する次世代の
エレクトロニクス分野です。従来の電子デバイスよりも高速で低消費電力な情報処理を
可能にするため、大きな注目を集めています。スピンLEDは、このスピントロニクスを
光の領域に拡張する「スピン光エレクトロニクス」の中核技術の一つです。これまでの
スピンLEDの研究は、極低温や強磁場といった特殊な条件下でしか動作しないか、室温
での性能が不十分であるという課題を抱えていました。FAPbBr3ペロブスカイトQDを用
いることで、これらの課題を克服し、室温での高性能化を実現したことは、この分野の
長年の目標達成に向けた重要な一歩となります。

今後の展望

このFAPbBr3量子ドットベースの純緑色スピンLEDの成功は、室温でのスピントロニク
ス応用の可能性を大きく広げます。今後、研究チームは、異なる色（赤、青）のスピン
LEDの開発、スピン偏極率のさらなる向上、デバイスの長期安定性の確保、および大規
模生産技術の確立に焦点を当てるでしょう。これらの進展により、次世代の高効率・高
色純度ディスプレイ、スピンベースの光通信システム、そして量子ビット間のエンタン
グルメントを利用する量子情報技術への応用が加速されると期待されます。最終的に
は、情報処理速度の飛躍的な向上とエネルギー消費の劇的な削減により、持続可能でイ
ンテリジェントな社会の実現に不可欠な技術となる可能性を秘めています。

元記事: https://pubs.acs.org/doi/10.1021/acs.nanolett.6c01923?goto=supporting-info

収集日: 2026年07月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://pubs.acs.org/doi/10.1021/acs.nanolett.6c01923?goto=supporting-info


#28 ナノベース水ろ過市場、2035年までに9,104億ドルに
達する見込み、年間成長率14.57%で拡大

概要

本記事はEINPresswire.comが発行した市場調査レポートの概要紹介です。世界のナノ
ベース水ろ過市場は、世界的な水不足と清潔な水への需要増加を背景に、2035年まで
に9,104億ドルという巨大な市場規模に達すると予測されており、2026年から2035年

にかけて年平均成長率（CAGR）14.57%で急速に成長する見込みです。ナノメンブレ
ンフィルターが現在市場を牽引しており、ナノ材料合成の改善によるグラフェンナノ
チューブのコスト削減が、都市、産業、住宅、農業分野での市場拡大をさらに促進す

ると分析されています。

公開日 2026年07月29日  EINPresswire.com  グローバル



詳細

本記事はEINPresswire.comが発行した市場調査レポートの概要紹介です。

レポート概要

本レポートは、世界のナノベース水ろ過市場に焦点を当てた包括的な市場調査です。市
場規模、成長予測、主要な推進要因、技術トレンド、セグメント別分析、地域別展望、
および主要企業の競争環境を詳述しています。調査対象期間は2026年から2035年まで
です。

主要な調査結果

世界のナノベース水ろ過市場は、2035年までに9,104億ドルに達すると予測されてお
り、2026年から2035年の予測期間中に年平均成長率（CAGR）14.57%という高い成長率
で拡大する見込みです。この急速な成長は、世界的な水不足の深刻化と、クリーンで安
全な水資源に対する需要の増加によって強力に推進されています。ナノベース水ろ過技
術は、ナノメンブレン、カーボンナノチューブ、ナノファイバー、ナノ粒子といった最
先端のナノ材料を利用しており、従来のろ過システムと比較して優れたろ過効率と選択
性を提供します。

現在の市場では、ナノメンブレンフィルターが最も大きなシェアを占めており、その高
い除去性能と耐久性により、多様な水処理プロセスで採用が拡大しています。レポート
は、今後の技術革新、特にナノ材料合成の改善により、グラフェンナノチューブなどの
先進材料の製造コストが削減されることを指摘しています。これにより、ナノベース水
ろ過システムの普及が加速し、都市、産業、住宅、および農業分野における市場機会が
さらに拡大すると分析されています。

地域別では、アジア太平洋地域が急速な工業化と人口増加に伴う水需要の高まりから、
最大の市場成長を牽引すると見られています。北米と欧州も、厳格な水質規制と技術革
新への投資により、安定した成長が見込まれます。

発行会社について

EINPresswire.comは、世界中の企業や組織がプレスリリースを配信するための大手プラ
ットフォームです。ニュースリリースを広範なメディア、ジャーナリスト、オンライン
ニュースサイトに配布することで、情報の可視性とリーチを最大化します。



元記事: https://www.einpresswire.com/article/928261621/nano-based-water-filtration-market-to-reach-

usd-910-40-billion-by-2035-at-14-57-cagr

収集日: 2026年07月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.einpresswire.com/article/928261621/nano-based-water-filtration-market-to-reach-usd-910-40-billion-by-2035-at-14-57-cagr
https://www.einpresswire.com/article/928261621/nano-based-water-filtration-market-to-reach-usd-910-40-billion-by-2035-at-14-57-cagr


#29 中国のナノメートルチタニア市場、2034年までに9億
3,900万ドルへ成長予測、化粧品と環境修復が牽引

概要

本記事は24ChemicalResearchが発行した市場調査レポートの概要紹介です。中国のナ
ノメートルチタニア（TiO2）市場は、2026年の5億1,230万ドルから2034年までに9億
3,900万ドルへ成長し、年平均成長率（CAGR）7.8%を記録すると予測されています。

この成長は、高SPF日焼け止めなどの化粧品分野や、セルフクリーニング・空気浄化コ
ーティングなどの環境修復分野での採用加速によって推進されています。中国メーカ
ーは、水処理システム向けの新しい機能性を開拓するため、表面改質技術への投資を

強化しており、化粧品市場の拡大と環境規制の強化が持続的な需要を支えています。

公開日 2026年07月27日  24ChemicalResearch  中国



詳細

本記事は24ChemicalResearchが発行した市場調査レポートの概要紹介です。

レポート概要

本レポートは、中国におけるナノメートルチタニア（TiO2）市場の包括的な分析を提供
します。市場規模、成長トレンド、主要な応用分野、推進要因、および主要な市場参加
者の競争環境に焦点を当てています。調査対象期間は2026年から2034年までです。

主要な調査結果

中国のナノメートルチタニア（TiO2）市場は、2026年の5億1,230万ドルから2034年ま
でに9億3,900万ドルへと成長し、予測期間中に年平均成長率（CAGR）7.8%で拡大する
と予測されています。この堅調な成長は、主に二つの主要な応用分野での採用加速によ
って推進されています。

化粧品分野：ナノメートルチタニアは、その優れた紫外線（UV）遮蔽能力と透明性
から、高SPF（紫外線防御指数）日焼け止めやその他の化粧品に広く使用されていま
す。消費者の健康意識の高まりと美白需要の増加が、この分野での需要を押し上げて
います。

環境修復分野：セルフクリーニングコーティング（光触媒機能による汚染物質分解）
や空気浄化コーティング、および水処理システムにおける利用が増加しています。都
市化の進展と環境汚染問題への対応が、この分野の成長を強く牽引しています。

中国のメーカーは、特に水処理システム向けの新しい機能性ナノメートルチタニアを開
拓するため、表面改質技術への投資を強化しています。これは、ナノメートルチタニア
の触媒活性や吸着能力を向上させ、水中の有害物質除去効率を高めることを目的として
います。化粧品市場の継続的な拡大と、政府による環境規制の強化が、中国におけるナ
ノメートルチタニアへの持続的な需要を支える主要な要因となっています。

地域別では、中国国内の主要都市部および沿岸地域が、産業活動と人口密度の高さか
ら、ナノメートルチタニアの最大消費地域となる見込みです。



発行会社について

24ChemicalResearchは、化学および材料産業に特化した市場調査とコンサルティングサ
ービスを提供する企業です。詳細な市場分析、トレンド予測、競争インテリジェンスを
提供し、クライアントの戦略的意思決定を支援しています。

元記事: https://www.24chemicalresearch.com/reports/280439/china-nanometer-titania-market-

market%20-market

収集日: 2026年07月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.24chemicalresearch.com/reports/280439/china-nanometer-titania-market-market%20-market
https://www.24chemicalresearch.com/reports/280439/china-nanometer-titania-market-market%20-market


#30 MDPI掲載：エレクトロスピニングされたバイオベー
スPLAナノファイバーコーティングが多機能で生分解性の
生体活性層として生体医療用途に有用

概要

MDPIの『Coatings』誌に掲載された研究は、エレクトロスピニングによって製造され

たバイオベースポリ乳酸（PLA）ナノファイバーコーティングが、多機能、生分解
性、生体活性層として生体医療用途に非常に有望であることを報告しています。これ
らの均一なナノファイバーコーティングは、高い表面積と細胞外マトリックスを模倣

した構造を持ち、制御放出機能を含む多機能コーティングプラットフォームとして機
能する可能性を提供します。本研究は、材料科学および生物医学分野における持続可
能で機能的な表面コーティングへの高まる需要に対応するものです。

公開日 2026年07月28日  MDPI (Coatings journal)  スイス



詳細

主要成果

MDPIの『Coatings』誌に掲載された研究は、エレクトロスピニング技術を用いて製造
されたバイオベースポリ乳酸（PLA）ナノファイバーコーティングが、多機能性、生分
解性、および生体活性を兼ね備えた優れた材料として、生体医療分野で広範な応用可能
性を持つことを示しました。これらの均一なナノファイバー構造は、高い表面積と細胞
外マトリックス（ECM）を模倣した物理的特性を提供し、薬物や成長因子の制御放出機
能を持つ次世代コーティングプラットフォームとしての大きな可能性を秘めています。

技術・臨床詳細

エレクトロスピニング法は、ポリマー溶液を高電圧下で電界紡糸することにより、非常
に細い（ナノスケール）ファイバーを製造する技術です。この研究では、環境に優しく
生体適合性の高いバイオベースポリマーであるポリ乳酸（PLA）を原料として使用して
います。PLAは、生体内で分解される特性を持つため、医療用インプラントや一時的な
足場材料として特に魅力的な選択肢です。

エレクトロスピニングされたPLAナノファイバーコーティングは、以下のような特性と
応用可能性を持ちます。

高い表面積と多孔性：ナノファイバーのユニークな構造は、非常に高い表面積対体積
比と相互接続された多孔性を提供します。これにより、細胞の付着、増殖、分化を促
進するだけでなく、薬剤や成長因子を効率的に吸着・保持し、制御された速度で放出
することが可能になります。

細胞外マトリックス（ECM）の模倣：ナノファイバーの直径がECMの天然コラーゲ
ン繊維に匹敵するため、細胞はこれを天然の環境として認識し、優れた生体応答を示
します。これは、組織工学や再生医療における細胞足場として非常に重要です。

多機能性：このコーティングは、特定の生物活性物質（抗菌剤、抗炎症剤、成長因子
など）を組み込むことで、感染症予防、炎症抑制、組織再生促進といった複数の機能
を同時に発揮できます。例えば、整形外科用インプラント表面に適用することで、骨
の統合を促進し、同時に細菌感染リスクを低減できます。

生分解性：PLAは生体内で安全に分解され、最終的に水と二酸化炭素になるため、不
要になった際に除去手術を必要としない「一時的インプラント」としての利用が可能
です。



この研究は、これらのコーティングが均一なファイバー形態を持ち、安定した機械的特
性を示すことを確認しており、実用化に向けた重要な基盤を築いています。

背景・業界文脈

生体医療分野では、患者の治療成績を向上させるために、より機能的で生体適合性の高
い材料への需要が高まっています。特に、医療用インプラントの表面改質は、生体との
統合、感染症予防、治癒促進において重要な役割を果たします。従来の材料は、しばし
ば生体適合性の問題や機能の限界に直面していました。本研究は、持続可能な材料の使
用という現代社会の要請に応えつつ、ナノテクノロジーの力を借りてこれらの課題を解
決するものです。バイオベースポリマーとエレクトロスピニング技術の組み合わせは、
環境負荷の低い製造プロセスと、高性能な医療材料の両立を可能にします。

今後の展望

エレクトロスピニングされたバイオベースPLAナノファイバーコーティングの研究は、
今後、さらなる機能の最適化と応用範囲の拡大へと進むでしょう。例えば、より複雑な
生体応答を引き出すための表面修飾技術の探求、異なるバイオ活性剤の組み込み、およ
び多層構造による放出プロファイルの精密制御が焦点となります。また、整形外科、心
臓血管外科、創傷被覆材、薬物送達システムなど、具体的な医療デバイスへの臨床応用
を検証するための前臨床試験や臨床試験が期待されます。大規模生産技術の確立とコス
ト効率の改善も、この革新的な技術の広範な普及には不可欠です。本研究は、持続可能
で個別化された次世代医療材料の開発に向けた重要な一歩であり、患者のQOL向上に大
きく貢献する可能性を秘めています。

元記事: https://www.mdpi.com/2079-6412/16/7/840

収集日: 2026年07月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.mdpi.com/2079-6412/16/7/840


#31 California Nanotechnologiesが2027年第1四半期で
売上28%増の917,854米ドルを達成、小型モジュール炉
（SMR）原子力エネルギー分野へ事業拡大

概要

California Nanotechnologies Corp.は、2026年5月31日締めの2027年第1四半期におい

て、売上高が前年比28%増の917,854米ドルに達したと発表しました。同社は、小型モ
ジュール炉（SMR）原子力エネルギー産業での事業拡大に注力しており、特に成長機
会への投資と調整後EBITDAマージンの改善を進めています。Cal Nanoは、複合材料や

ナノ複合材料を含む材料開発、試験、プロトタイピングを専門とし、原子力分野の新
しい技術と材料ソリューションを提供しています。

公開日 2026年07月30日  California Nanotechnologies Corp.  アメリカ



詳細

主要成果

California Nanotechnologies Corp.（Cal Nano）は、2026年5月31日締めの2027年第1四
半期において、堅調な財務実績を達成し、売上高が前年同期比28%増の917,854米ドル
に達したことを発表しました。この成長は、同社が小型モジュール炉（SMR）原子力エ
ネルギー産業への事業拡大に戦略的に注力していることと、成長機会への継続的な投
資、そして調整後EBITDAマージンの改善努力によるものです。

技術・臨床詳細

Cal Nanoは、ナノテクノロジーを応用した先進材料の開発、試験、およびプロトタイピ
ングを専門とする企業です。同社のコア技術は、高強度、高耐久性、耐熱性、耐腐食性
など、特定の性能要件を満たすための複合材料やナノ複合材料の設計と製造にありま
す。これらの材料は、航空宇宙、防衛、自動車、そして現在注力している原子力エネル
ギー分野など、多岐にわたる産業で利用されています。

特に、小型モジュール炉（SMR）原子力エネルギー産業への事業拡大は、同社の成長戦
略の重要な柱となっています。SMRは、従来の大型原子力発電所に比べて小型でモジュ
ール化されており、建設期間の短縮、コスト削減、高い安全性、柔軟な導入が可能とい
う利点があります。SMRの燃料被覆管、構造部品、熱交換器などには、極端な高温、高
圧、放射線環境に耐えうる革新的な材料が不可欠です。Cal Nanoの複合材料およびナノ
複合材料は、これらの過酷な条件で優れた性能を発揮する可能性を秘めており、SMRの
安全性と効率性を向上させるためのキーテクノロジーとして期待されています。同社
は、独自の材料科学と製造プロセスを通じて、SMRの設計要件を満たす新しい材料ソリ
ューションを提供し、プロトタイピングから最終製品の開発までをサポートしていま
す。

また、調整後EBITDAマージンの改善は、同社の事業効率と収益性の向上を示しており、
SMR市場への投資を裏付ける堅固な財務基盤を築いていることを意味します。



背景・業界文脈

世界のエネルギー情勢は、気候変動への対応とエネルギー安全保障の確保という二重の
課題に直面しています。原子力エネルギーは、低炭素で安定した電力供給源として再評
価されており、特にSMR技術は、その導入の柔軟性と経済性から、次世代のクリーンエ
ネルギーソリューションとして大きな注目を集めています。多くの国がSMRの開発と導
入に投資しており、この分野のサプライチェーン全体で、革新的な材料と製造技術への
需要が高まっています。Cal NanoがこのS成長市場に焦点を当てることは、同社が市場
のトレンドを捉え、技術的専門知識を活かして大きな成長機会を獲得しようとしている
ことを示しています。

今後の展望

California Nanotechnologies Corp.のSMR原子力エネルギー産業への戦略的な注力は、今
後数年間で同社のさらなる成長を牽引するでしょう。同社は、引き続き研究開発に投資
し、SMRの性能と安全性を向上させるための新しい材料ソリューションを開発していく
と予想されます。SMR技術が世界的に普及するにつれて、Cal Nanoはそのニッチな専門
知識と革新的な材料により、この成長市場で重要な役割を果たすことが期待されます。
これにより、クリーンエネルギーへの移行を加速させ、持続可能な未来の実現に貢献す
るだけでなく、同社の株主価値を長期的に高めることにもつながるでしょう。国際的な
パートナーシップや共同開発の機会も、今後の成長を加速させる要因となる可能性があ
ります。

元記事: https://www.calnanocorp.com/news/california-nanotechnologies-announces-q1-2027-results

収集日: 2026年07月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.calnanocorp.com/news/california-nanotechnologies-announces-q1-2027-results


#32 東京科学大学らが金属有機構造体（MOF）における
光誘起隠れた状態の超高速形成を解明、30フェムト秒で中
間電子状態経由

概要

東京科学大学、理化学研究所、東北大学、名古屋工業大学の研究者らが共同で、金属

有機構造体（MOF）における光誘起隠れた状態が、わずか30フェムト秒という超高速
でこれまで知られていなかった中間電子状態を介して形成されることを明らかにしま
した。超短レーザーパルスを用いた時間分解反射分光法によってこのメカニズムを解

明した本発見は、ナノテクノロジーにおけるMOFのダイナミクスに新たな洞察を提供
し、次世代の光電子デバイスやセンサー技術への応用可能性を広げるものです。

公開日 2026年07月27日  EurekAlert! (東京科学大学より)  日本



詳細

主要成果

東京科学大学、理化学研究所、東北大学、名古屋工業大学からなる日本の研究チーム
は、金属有機構造体（MOF）において、光を照射することで誘起される「隠れた状態」
が、わずか30フェムト秒という極めて短い時間スケールで、これまで未解明だった中間
電子状態を経由して形成されることを世界で初めて明らかにしました。この画期的な発
見は、超短レーザーパルスを用いた時間分解反射分光法によって得られ、ナノテクノロ
ジーにおけるMOFの光物理学的ダイナミクスに関する理解を深めるものです。

技術・臨床詳細

金属有機構造体（MOF）は、金属イオンと有機配位子から構成される多孔性結晶材料で
あり、その高い表面積、調整可能な細孔構造、および多様な化学機能性から、ガス貯
蔵、分離、触媒、センサー、薬物送達など幅広い応用が期待されています。本研究は、
MOFに光を照射した際に、材料が特定の「隠れた状態」へと遷移する現象に焦点を当て
ています。

研究チームは、超短レーザーパルスを用いた時間分解反射分光法という高度な実験手法
を駆使しました。この技術は、フェムト秒（10兆分の1秒）単位で材料の電子状態の変
化を追跡できるため、光励起後の極めて高速な物理化学プロセスをリアルタイムで捉え
ることが可能です。実験の結果、MOFが光を吸収した後、約30フェムト秒という驚異的
な速さで、これまで予測されていなかった「中間電子状態」を経由して「隠れた状態」
へと移行することが観測されました。この中間状態は、電荷移動状態（Charge Transfer

State）や励起子状態（Excitonic State）など、様々な電子状態が複合的に関与している
と推測されており、その正確な性質は今後の研究でさらに解明されるでしょう。

「隠れた状態」とは、通常の熱平衡状態では観測されない、一時的に安定な電子状態を
指します。このような状態は、材料の電気的、磁気的、または光学的特性を劇的に変化
させる可能性があり、スイッチングデバイスや高密度情報貯蔵、あるいは高効率な光エ
ネルギー変換デバイスへの応用が期待されます。本研究は、MOFにおけるこの高速な光
誘起遷移のメカニズムを解明したことで、これらの応用に向けた材料設計の指針を提供
します。



背景・業界文脈

光応答性材料の研究は、エネルギー、情報通信、環境分野におけるイノベーションの鍵
を握っています。MOFは、その構造的柔軟性と機能性の高さから、新しい光応答性材料
のプラットフォームとして大きな注目を集めています。しかし、MOFにおける光誘起現
象の基礎的なメカニズム、特に超高速の時間スケールでの電子ダイナミクスについて
は、これまで未解明な点が多かったのが現状です。今回の日本の研究チームによる成果
は、この知識のギャップを埋めるものであり、日本が材料科学分野における基礎研究で
世界をリードしていることを改めて示すものです。この研究は、光で制御可能な次世代
材料の開発を加速し、よりスマートでエネルギー効率の高い社会の実現に貢献します。

今後の展望

このMOFにおける光誘起隠れた状態の超高速形成に関する発見は、ナノテクノロジーお
よび材料科学分野に大きな影響を与えるでしょう。今後、研究チームは、この中間電子
状態の正確な性質をさらに深く理解し、その寿命や特性を制御するための方法を探求す
ると予想されます。また、異なる種類のMOFや、MOFをベースとした複合材料におい
て、同様の光誘起現象を誘発・制御する研究も進められるでしょう。これにより、光ス
イッチング材料、高効率光検出器、あるいは光駆動型触媒など、具体的なデバイスへの
応用が加速されることが期待されます。長期的には、この知見が、超高速情報処理、量
子コンピューティング、太陽エネルギー変換などの分野におけるブレークスルーを可能
にし、持続可能な未来社会の構築に不可欠な技術基盤を提供する可能性を秘めていま
す。

元記事: https://www.eurekalert.org/news-releases/1137649
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#33 韓国国立研究財団がp–d混成の役割を解明、カルコパ
イライト半導体量子ドットの光学特性制御でフォトルミネ
ッセント、触媒、太陽光発電応用を促進

概要

arXivに掲載された論文は、韓国国立研究財団の支援を受けて、カルコパイライト半導

体、特に量子ドットにおけるp–d混成の役割を詳細に探求しています。この研究は、量
子ドットのサイズ関数としてバンドギャップと励起子結合エネルギーを精密に制御す
ることで、コヒーレントな光学特性を操作することに焦点を当てています。量子ドッ

トは、フォトルミネッセント、触媒、および太陽光発電の応用向けナノ構造設計のた
めの重要なビルディングブロックを提供し、次世代光電子デバイス開発に貢献しま
す。

公開日 2026年07月25日  arXiv  韓国



詳細

主要成果

arXivに掲載された最新の研究論文は、韓国国立研究財団からの助成金を受け、カルコパ
イライト半導体、特に量子ドットにおけるp–d混成の役割を詳細に解明しました。この
研究は、量子ドットのサイズを調整することでバンドギャップと励起子結合エネルギー
を精密に制御し、それによってコヒーレントな光学特性を操作できることを示していま
す。これは、フォトルミネッセント、触媒、および太陽光発電の分野におけるナノ構造
設計に新たな可能性を拓き、次世代の光電子デバイス開発に重要な貢献をします。

技術・臨床詳細

カルコパイライト半導体（例：CuInS2, CuGaSe2など）は、その優れた光学的特性と非
毒性（特にカドミウムフリーの場合）から、量子ドット材料として大きな注目を集めて
います。本研究は、これらの材料における価電子帯のp軌道と、遷移金属元素のd軌道と
の間の「p–d混成」が、半導体の電子構造と光学特性にどのように影響を与えるかを理
論的および実験的に分析しています。p–d混成の程度は、材料のバンドギャップの大き
さや、励起子が生成・再結合する際のエネルギーに直接影響を及ぼします。

研究チームは、量子ドットのサイズをナノスケールで調整することによって、量子閉じ
込め効果を変化させ、結果としてバンドギャップエネルギーを精密に制御できることを
示しました。量子ドットが小さくなるほど、量子閉じ込め効果が強まり、バンドギャッ
プが広がり、発光波長が短波長側にシフトします。また、p–d混成の最適化は、励起子
結合エネルギー（電子と正孔が結合して励起子を形成する際の安定性）を調整する上で
重要であり、これは量子ドットのフォトルミネッセンス量子収率や安定性に直接影響を
与えます。

この精密な制御能力は、特定の波長で効率的に光を吸収・放出するフォトルミネッセン
ト材料の開発に不可欠です。例えば、ディスプレイやLED照明では、特定の純粋な色を
効率的に発光する量子ドットが求められます。触媒応用においては、特定の化学反応を
促進するために最適なバンドギャップを持つナノ触媒を設計できます。太陽光発電の分
野では、太陽スペクトル全体を効率的に捕捉し、光電変換効率を最大化するための量子
ドットベースの材料開発に寄与します。



背景・業界文脈

量子ドットは、ディスプレイ、太陽電池、バイオイメージング、センサーなど、様々な
分野でその優れた光学特性により革新をもたらしていますが、その性能と安定性をさら
に向上させるためには、基礎的な電子構造と光物理学の理解が不可欠です。特に、カド
ミウムフリーの非毒性量子ドット材料への需要が高まる中で、カルコパイライト半導体
は有望な代替候補として浮上しています。p–d混成のような微細な電子構造の理解は、
材料科学者がより高性能で、特定の応用に特化したナノ材料を設計するための重要な知
見を提供します。韓国国立研究財団によるこの研究への支援は、同国がナノテクノロジ
ーと次世代材料科学における国際的な競争力を強化しようとしていることを示していま
す。

今後の展望

このp–d混成に関する研究成果は、カルコパイライト半導体量子ドットの設計と最適化
における新たな方向性を示すものです。今後、研究チームは、異なる組成のカルコパイ
ライト量子ドットにおけるp–d混成の影響をさらに詳細に調べ、その光学特性と電子構
造の関係をより深く理解することを目指すでしょう。これにより、量子ドットの安定性
向上、毒性低減、およびコスト効率の高い合成経路の実現に貢献すると期待されます。
長期的には、この基礎研究が、高効率で長寿命のQLEDディスプレイ、次世代太陽電
池、高感度バイオセンサー、さらには量子コンピューティングといった先端技術の発展
に不可欠なナノ構造材料のブレークスルーを加速させる可能性を秘めています。国際的
な科学コミュニティも、この知見を活用して、持続可能な社会に貢献する新たな光電子
デバイスの開発を推進していくでしょう。
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